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序

千葉県は首都圏にあって、東京湾時代の一翼を担うとされ、 21世紀に向けて、全国でも最も

発展の可能性を秘めた地域といわれております。

成田新線は、新東京国際空港の開港に伴う交通網整備の一環として、空港と都心聞のアクセ

ス、及び北総地域の通勤通学輸送の確保を図るための鉄道として国から、提示されたものであ

ります。

この成田市地域は、標高30から40mを測る台地が樹枝状に発達し、その台地上には古代から

の遺跡が数多く残されております。

今回、成田新線の建設にあたり、工事区域内に遺跡の所在が明らかになりその取扱いについ

て関係機関と協議の結果記録保存のための発掘調査を当センターが実施することになりました。

約6か月に及ぶ発掘調査では、弥生時代中期から平安時代までに至る70数軒の住居跡などが

発見され、特に、北総地域としては、様相の異なる弥生時代の土器群が出土し貴重な資料を提

供することができました。

これらの資料は、今後学術資料として、また、教育資料あるいは郷土の歴史に関する理解を

深める資料として広く活用されることを希望します。

最後に、終始、調査の円滑な遂行に協力された、日本鉄道建設公団、また、調査に指導と助

言をおしまなかった千葉県教育庁文化課、成田市教育委員会には厚く御礼申し上げるとともに、

寒風吹きすさぶ遺跡で調査員に協力し、発掘調査に従事された 地元のみなさまに感謝申上げ

ます。

昭和58年2月

財団法人 千葉県文化財センター

理事長今井 正



例 Eコ

1.本書は、千葉県成田市関戸における、成田新線建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書で

ある。関戸遺跡のコード番号は211-003とした。

2.調査は、発掘を昭和55年10月1日より昭和56年3月31日まで、整理を同 9月1日より昭和

57年9月30日までとし、千葉県教育委員会の指導の下に、日本鉄道建設公団との委託契約に

基づき、財団法人千葉県文化財センターが実施したものである。

3.財団法人千葉県文化財センターでは、この事業を調査部長白石竹雄、同部長補佐栗本佳弘

(昭和56年3月31日まで)、班長堀部昭夫(昭和56年3月31日まで)・斎木 勝(昭和56年4

月1日から)の組織の下に、調査研究員谷旬 ・小林清隆 ・鈴木文雄が当たった。

4.作業の分担は、現場運営 ・図面作成 ・原稿執筆を谷が、発掘記録 ・遺構カードの作成等を

小林が、遺物実測を鈴木が主として行った。

5.本書で使用した地形図は以下のとおりである。

第 l図 5万分の l図 (N1 -54-19-10)国土地理院発行昭和53年6月

第2図 2，500分の l図成田市都市計画図 NO.33

6.発掘調査の実施および報告書刊行までに下記の諸機関 ・諸氏の御指導 ・御協力を賜わりま

した。記して謝意を表します。

日本鉄道建設公団 ・千葉県教育庁文化課 ・成田市教育委員会 ・成田市川栗、吉倉、大清水、

赤荻、関戸、芦田地区、八日市場市吉田、木積、多古町並木、光町篠本地区、および成田在

住の内勤の皆様。

大塚初重 ・大野政治 ・小川和博 ・柿沼修平 ・関俊彦 ・田村言行 ・寺内 静 ・平岡和夫 ・藤

下昌信 ・山岸良二 ・リチヤード ・ピアソンの諸先学(順不同)



凡例図

-当該遺構より古い遺構は図化しない0

.炉の位置についての指数はA+B/A
• P 5の位置についての指数はD+E/D
.主柱穴は炉の右側から数えることとし、

炉が中央にある場合や炉のない場合は

北東隅から数える。
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立地と調査経過

1節立地と調査経過

l項立 地

本遺跡は成田市中央を北流する根木名JIIと、その支流である取香川の合流点を南に見下す台

地上にある。取香川の北岸には樹枝状の小台地が並び、その西端の突出した独立丘を思わせる

台地上が本遺跡である。周辺の遺跡については本書 Iに詳しいが、同書第 l図の 3が、本遺跡

にあたり、先行して行われた分布調査では NO.24と呼ばれたものである。成田市域のうちでも

弥生時代の遺跡は極めて少なく 、大集落の存在も未だ明らかでない。

2項調査の経過

調査に至る経緯については前掲書に述べてあるが、昭和54年度に予定された本遺跡の調査も、

昭和55年9月まで、に用地問題の解決を見、同10月より本格的に開始された。

調査区は鉄道敷設予定の中央線(磁北に対してN-11.5"-E)を中心に20X20mの大グリッ

ドを設定し、A…...Mまでの番号を付けた。各大グリッドは 5x5mに区画し、 1" .16までの

小グリッドに分けた。

発掘調査は11月4日より 、トレンチによる確認調査を始め、同月中句までにかなりの遺構の

存在を知ることができた。

I : 50，000 成田
1000得、 1000 2000 3000 

第 l図遺跡地形図

- 1一



。 250 m 

第2図遺跡周辺図

2 



遺構

本調査は重機等による表土除去から始め、 11月中には遺構の検出をほぼ終了した。遺構の精

査は古墳跡から行うこととし、12月4日には201号跡に着手した。古墳跡は 9基にのぼり、これ

によって多数の住居跡が破壊されていることがわかった。

昭和56年 1月7日よりは、住居跡の本格的な精査を開始した。調査は覆土観察用の土堤を残

し、分層的に掘り下げ、層位ごとに遺物の取り上げを行った。重複の著しい部分では縦横に小

卜レンチを設け、新旧を確認しながら調査を進めたが、 018号跡のようにかなりの時間を要すこ

とも多かった。 3月23日までには最後の070号跡の一部を残し、空撮のための清掃に取りかか

り、合せて先土器時代の確認用グリッド(2 x 4 m)も10か所掘り進め、同月31日までにはす

べての作業を終了した。

1項住居跡

・001号跡 (第3図)

2節 遺 構

調査区東南隅、 J04Gr.を中心に位置する。 002号跡の北壁とは、わずか 10cmの間隔を有す

のみで、東南隅の床面下には065号跡がある。なお北東半部は208号跡(古墳)により破壊され

ている。

覆土は 35~40 cmの厚さで、 1層暗褐色土と黒色土。 2層黒色土でローム粒若干。 2'層ロー

ム粒比較的多い。 3層暗褐色土でローム粒多く、焼土粒若干。 4層ローム粒の流れ込み。 l、

2層は軟弱な土層で、全体に自然堆積といえよう。

遺構は 1辺 650cmの正方形で、西壁の方向はほぼN-Sである。壁下には浅い壁溝がほぼ

全周する。床面はかなり軟弱で凹凸著しい。主柱穴は P 2~ P 4が検出できたが、 再度の精査にも

拘らずPlはなしユ。規模はP2が 16x24 cm、深さ 65cm、P3が径 40cm、深さ 40cm、P4は

径 30cm、 深さ 50cm とまちまちで、その配置は P 2~ P 3間 375 cm、P3-P4間 400cmであ

る。炉は見当らない。

遺物は208号跡と重複する北東部分を除き、全体的に散在する。なかでも 10 ・ 11のように 2~3

mも離れて接合する資料があり、層位も中層~下層とまちまちである。 2・6など単独出土の

ものは、南西隅に一括してみられた土玉とともに本跡に最も近い遺物であろう。

.002号跡(第3図)

調査区東南端、 J08Gr.を中心に位置する。重複する遺構はないが、東壁部分は削平により失

われ、南壁部は調査区域外となる。

覆土は 35cm程の遺存で、大きく 3層に分けられるがいずれも黒色土で、 l層から 3層の順

3 -
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遺構

にローム粒が多くなり、 4層はローム粒の流れ込みである。

遺構は 720x660 cmの隅丸方形の平面と推定でき、長軸はN-80-Eを示す。壁は垂直に近

く掘込まれ、西壁下には iVJ字形断面の比較的深い壁溝がみられる。床面は4柱間内が固く

踏み締められ、凹凸は少ないが、全体に東に傾斜する。主柱穴は Plが 80x60 cm、深さ 50

cm、P.が 70x50cm、深さ 60cmの短軸方向への楕円形で、他も p，と同規模と考える。主柱

穴聞の距離はP3- p，が 340cmの他 360cmとほぼ正方形に配置される。

炉(第35図)は主柱穴の中間(指数0.5)に位置し、1l0x85cmの楕円形を呈す。火床は炉底の

みにみられ、加熱の影響は最高 6cmにまで及ぶ。火床の周辺の三方には浅い窪みがある。

遺物は比較的少なく、完形品に近いものはない。

• 003号跡(第4図)

本跡はその殆んどを東側斜面で削りとられている。覆土は赤味の暗褐色土である。

遺構は、わずかに胴の張る隅丸方形を呈し、西壁で約 450cmを測り、 N-200-Eを示す。

壁は高さ 10cm 程しかないが、検出部分全体に幅 15~20 cm、深さ 5cm程の壁溝が囲擁する。

床面は主柱穴(P03)部分に硬質面がみられる他は、小さな凹凸が著しい。主柱穴は深さ 54cm 

で、この他に西壁中央直下に同規模のPsがみられる。

また北西隅には径 45cm、深さ 60cmのピットがあり、中には正立位の大形査(1 )がありさ

らにその中には倒置状態で2が出土した。本跡に伴うか否か不明である。

なお床面全体に炭化材、焼土が散布し、被災跡である可能性が強い。

• 004号跡

F07 Gr内に位置する。遺構は南半分削平され不明だが、 1辺 370cmの隅丸方形であろう。

床面は凹凸著しいが堅さはある。他に何らの施設もなく、住居跡とは思われない。

• 005号跡(第4図)

調査区北東端、 C14Gr.付近に位置し、東半分は斜面により消失する。覆土は暗褐色土で、上

層はローム粒が多く砂質である。

遺構は径 470cmのほぽ円形の可能性があり柱穴を結ぶ方向はN-210-Wを示す。壁はやや

傾斜し、最高でも 25cmである。床の堅面は炉の周辺に限られる。主柱穴はともに径 35cm 

で、 P3が 54cm、p，が 69cmの深さである。炉は(第35図)住居のほぼ中央にあり、 95x95

cmの楕円形を呈す。凹みは 10cmと浅く、火床は底面中央で 4cm程焼化している。

遺物は覆土内に散在する程度で、本跡に伴うと思われるものはない。

.006号跡(第4図)

調査区南東部、 J05・06Gr.内に位置する。北東部分は207号跡(古墳)により破壊され南壁側

には擾乱がある。また西壁中央部分には土墳が重複するが、上面には貼床がみられる。覆土の

5 
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遺構

厚さは 20cmにも満たず、黒褐色土で、下層はローム粒を含む。

遺構は 480x375 cmの隅にやや丸味のある長方形を呈す。西壁の方向はN-38'-Wだが主柱

穴の配置は 7'-E振れている。床面は全体に軟弱で、わずかに炉の周辺に堅面が残る。主柱穴

はPlを除き検出された。いず、れも径 30cm~40 cmで深さは一定していない。配置はP2-P3 

間 175cm、P3-P.間 170cmとほぽ方形であることが特異で、ある。この他に南西隅に径 30

cm、深さ 37cmのピットが、西壁直下にも小ピットがみられるが、性格は不明である。炉(第

35図)は 70x 55 cmの楕円形の浅い凹みで、底面にのみ火床がみられるが、あまり焼けていな

しユ。

遺物は覆土中に散布する程度で、 PSの覆土内から紡錘車が出土した0

・007号跡(第 5図)

調査区東部、 F10Gr.を中心に位置する。

207号跡の墳丘内にあり、北東隅は古墳周溝により破壊される。

上面は削平が著しいため 20cm程しかなく、とくに北東部分は壁も残らなし〉。覆土は暗褐色

土と褐色土である。

遺構は 470x 490 cmの隅丸方形で、西壁の方向はN-10'-Wを示す。床面は炉の周辺がわず

かに堅い程度で、全体に軟弱で、、凹凸も一部にみとめられる。主柱穴は 4本で、いずれも 50x

40 cm前後の上面円形を成し、断面はロート状を呈す。深さはP1で、 68cm、P2で 73cm、P3

で 85cm、P.で 70cmと異なるが、極端な差はない。主柱穴の配置は、 PI-P2問、 P2-P3

聞とも 210cmと整然としているが、 P3- P.聞が 240cm、P'-P1間 225cmで、 P.がやや

外方に突出することがわかる。

炉(第35図)の位置はP3-P.間中心から 30cm程北に寄り、かっ 40cm程内側にある。図

でみるとP.にかなり接近している。炉の本体は 100x90cmの不整円形で、 10cmの深さがあ

る箱形の窪みである。底面には 35x25 cmの浅い楕円形の窪みがみられ、火床はこの窪みの両

側に形成される。火床は発達していて 5cm程焼化している。火床の北縁の両側には小さな落

ち込みもある。さらに炉の北側に接して径 40cm、深さ 15cm程の窪みがあり、中には灰・焼

土が充填されていた。

遺物は炉内から出土した。 1の警は炉内にある楕円形の窪みの北縁をとり囲むように、 2・3

はそれぞれ東・西の火床上にわずかに浮いて、倒れた状態で出土した。その他に4の器台はP.

と西壁の中間に倒置していた。これらはいず、れも本跡に伴うものである。

.008号跡(第5図)

調査区東部のほぼ中央、 F08、09Gr内に位置する。遺構の中央を東西に207号跡の古墳周溝

が横切り、北西隅は015号跡により破壊される。

一 7-
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遺構

覆土は 30~35cm遺存し、上から1層暗褐色砂質土。 2層暗褐色土でローム粒若干含む。 2' 

層暗褐色土。 3層暗褐色土と褐色土。 3'層3層にローム粒を含む。 4層褐色土でローム粒を多

く含む。 5層黒色土で焼土粒を多く含む層である。 3層は比較的硬質でやや特異な層だが、全

体に自然堆積と考えられる。

遺構は 670x550 cmの南北壁がやや丸味をもっ隅丸長方形で、N-16'-Wを示す。壁はやや

傾斜して掘り込まれているが、しっかりしていた。床面は全体にやや軟弱で、均一な堅さであ

る。また住居跡の中央に向けてわずかに傾斜するが、あるいは拡張された可能性もある。主柱

穴は床面規模に比べ小さく、浅い。 p，、 Pzは35x25 cmの楕円形、P3、P4はやや大きな断

面ロート状のものである。深さはp，から順に、 55cm、70cm、60cm、50cmである。その配

置はp，-pz間 260cm、Pz-P3間275cm、P3-P4問290cm、p4-p，間 235cmと歪みが

あるが、方形に近い。長軸上の南壁より 60cm離れてPsがある。深さ 25cmでわずかに外傾

斜する。 Psの東側に接するように 60x45cm、深さ 16cmの楕円形の窪みがあるが、貯蔵穴

であろう。

炉はほぼ中央(指数0.92)にあり、 207号跡で一部こわされる。 140x90 cm、深さ 15cm程の

不整形て¥火床は 7cm程にまで焼化していた。この他にP，-P4の外方に径 20cm程の火床

部分がみられる。

遺物は覆土中より比較的多く出土したが、いず、れも小片に過ぎず、本跡に伴うと思われるも

のは、南東隅に正立していた 1のみである。

.009号跡(第6図)

調査区東部中央、 F05、06Gr.を中心に位置する。北部で010号跡を、東部で066号跡を切って

作られている。

覆土は、大きく 2層に分かれる。 l層暗褐色砂質土でローム粒を若干含む。 2層黒褐色土で

ローム粒を若干含む。その他に南壁側からの流入土(3~5 層)は上から順に暗褐色土から褐色

土へと変化する。

遺構は 470x 435 cmの隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN-35'-Wを示す。壁は垂直に近い

掘り込みで、壁面には凹凸があり、最高で45cmと遺存が良い。床面は主柱穴外側まで全体に

踏み固められ、凹凸はあまりない。図の床面上に実線で示した部分から外側はほんのわずか高

くなり、その形状は 415x365 cmの隅丸長方形を呈す。主柱穴はいずれも 35x30cm前後の

短軸方向へ長い楕円形を呈し、 p，の 42cmの他はほぼ55cmの深さである。その配置は

p，-pz間 220cm、PZ-P3間 210cm、P3-P4、P4-P，聞はともに 230cmと正方形に近

い。 Psは他の住居跡の場合と異なり、 PZ-P3聞のかなり内側に検出されたが、深さ(40cm)や

外傾斜するなどの特徴は共通性がある。 P6は60x50cmの不整形で、深さは 10cmと浅い。

- 9 -
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遺構

炉(第35図)は 110x80cmの楕円形で、深さは 10cmある。火床は底面全体にみられ、か

なり発達している。底面中央にはさらに楕円形の小さな窪みがある。

遺物はかなりの量が出土した。その多くは西半部の 2層中にみられ、床面よりわずかに浮い

ているものが多い。ことにP.と炉の聞にかたまって出土した 3・4・7・9等は住居廃棄後ま

もない時期に一括投棄された状態を示す。 1・8はさらに 2m以上離れて接合する資料もあり、

全体に土器の様相は一致するため、いずれも本跡と近い時期と考えて大過ない。

• 010号跡(第7図)

調査区東部、 E04・F01Gr.を中心に位置する。遺構の中央を南北に206号跡(古墳)周溝が横

切り、南東隅は009号跡で破壊される。北部で、は011号跡を切って構築されている。

覆土は 20cmにも満たない。 l層暗褐色砂質土。 2層黒色土でローム粒を若干含む。 3層暗

褐色土でローム粒を多く含む。 4層褐色土。 2層は南一部のみにみられる特異な層である。

遺構は 600x525cmの楕円形を呈し、長軸の方向はN-61'-Wを示す。壁はやや軟弱で傾斜

がある。床面は全体に軟弱で、凹凸が著しい。主柱穴はp，. P2が径 25cm、深さ 30cm前後、

P3・P.が径 40cm、深さ 70cm前後と均一でない。その配置はp，-P2、P3- P.聞が 310

cm、他は 195cmで、長軸方向よりわずかに西に振れる。 Psは径 20cm、深さ 37cmで外に

向かつて傾斜している。その位置は主柱穴聞をわずかに南へず、れ、指数は0.46である。

炉は床面のほぼ中央(指数l.0)に位置するが、 206号跡によって上面が削平されている。比

較的大きく、深い炉であったろう。

遺物は比較的多く、中央部分に集中して出土した。その多くは3層中にみられ、とくにP2付

近のものは投棄されたと思われる状態である。また西壁直下の中央床面に接して聾(2 )が出土

したが、これは 1 ・ 10~12とともに本跡に伴うと考えられる遺物である。

.011号跡(第7図)

C13 Gr.を中心に検出された。東側を053号跡、西~南側を206・010号跡に破壊され、かつ上

面の削平も著しく、遺構の形状も不明である。

遺構の大きさは、図の a-a'を参考に 450cm以内と思われる。壁は軟弱で、、高さもわずか

5cmに過ぎない。床面は炉とピットを含む 2X3m範囲で、踏み固められた面がみられる。主

柱穴と思われるものはみあたらず、南半分の床面上に径25cm、深さ 58cmのピットが検出さ

れたのみである。

炉(第35図)は北寄りに位置する。 80x55cm、深さ 8cmの楕円形を呈し、火床は底面にわ

ずかに残る程度である。炉の中央には南北に並んで、小穴がみられる。

遺物は殆んどないが、図示したものは床面に接して出土した。
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遺構

• 012号跡(第8図)

調査区南端中央、I10・11Gr.内に位置する。遺構の中央を南北に202号跡(古墳)周溝が走

り、南半分は調査区外である。

覆土は 30cm程遺存し。 1層黒褐色土でローム粒比較的多く含む。 2層黒褐色土。 3層暗褐

色土で、ローム粒、ローム塊を多く含む。 4層ロームの流れ込み土で、 3・4層ともしまりの強

し〉層である。

遺構は東西幅 500cmの隅丸長方形と思われ、長軸はN-70-E前後を示す。床の堅い面は

西半分にのみみられ、その範囲は壁下にまで及び、凹凸もあまりない。主柱穴で完掘できたの

はP4のみである。上面の径 55cm、中間で径 30cmのロート状を呈し、深さは 76cmである。

他に206号跡内に p，を検出したが、推定の深さは 85cmである。炉その他の施設は破壊または

未掘である。

遺物は少なく、本跡に伴うと判断できるものはない0

・013号跡(第 8図)

I06 Gr.内に位置し、 012号跡や、古墳周溝により破壊される。

上面はほぼ完全に削平され、さらに、耕作による数条の溝があるため、遺存は最悪で、ある。

遺構は、炉を中心に堅質の床面が拡がる。主柱穴は3本まで確認できた。 p，は径 25cm、深

さ 21cm、P4は径 30cm、深さ 38cmで、 P3は012号跡床面下より検出された。その配置は

P3- P 4間 270cm、P4- p，聞が 190cmで縦長の特異な形状である。

炉は 75x60cm、深さ 10cmの楕円形で、火床はかなり発達している。炉の北縁に深さ 7cm

の凹みがあり、その中には炭化粒および焼土粒が多くみられた。

遺物は堅い床面上に散在する程度であるが、 2・4などが比較的床面に接して出土した0

・014A号跡(第9図)

調査区南部の中央、I03・04Gr内に位置する。 014B号跡とは南西部で重複する。調査の過

程でB号跡を発見したが、 A号跡がわずかに床が高いにも拘らず、明瞭な貼床を検出すること

はできなかった。覆土は 2層に分かれ、上層が暗褐色と黒色土、下層は黒色土で壁の周辺には

暗褐色土でローム粒を含む層がある。

遺構は北西隅部分が不整に張り出した隅丸長方形で、規模は 580x470 cmと推定した。東壁

の方向はN-250-Eを示す。壁はやや軟弱で、、東側で 28cm、西側で 15cmの高さが残る。

床面は比較的軟弱で凹凸も著しいが、主柱穴内には堅い面がみられる。北部の床面は西に向かつ

て最大 8cm 程傾斜している。主柱穴は 3 本検出された。いずれも径 25cm、深さ 60~68 cm 

と均一で、 P3はB号跡の炉を切っている。その配置はp，-P2間 270cm、P2- P3問 300cm 

で、東壁に比べ約10。北へ振れている。なおP4は精査の結果検出できず、設置されなかった可能

勺
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遺構

性が強い。なおP2- P3問中央より西にずれて径 30cm、深さ 37cmのピットがあるが本跡に

伴うものと考える。

炉(第35図)は北に偏って位置する(指数0.63)0140x90 cmの長楕円形で、深さ 10cmの箱

形を呈す。火床は底面に細長くみられ、中央で 7cm程焼化している。またB号跡内に検出さ

れた炉は円形で火床のみを残すが、本跡に伴うと考える。

遺物は比較的多く出土した。 1、2は床面中央から西側に床面に接して散在し、他は床面か

ら10cm程浮いて一括出土した。図示したものはすべてA号跡に関係するものであろう。

.014 B号跡(第9図)

西半部は202号跡(古墳)周溝により破壊され、東半部はA号跡により削平を受ける。

遺構は約 350cmの短軸長の楕円形に近い平面形で、長軸はN-650-Eを示すと思われる。

床面は炉の周辺のみに堅い面がみられる。主柱穴は 2本残る。 Pjは深さ 55cm、P.は同 35cm 

で、その間隔は 210cmである。炉(第35図)は 75x75 cmの円形で、浅い皿形の凹みである。

火床は底面中央にみられ、あまり発達していない。

本跡に伴うと断定できる遺物はない。

.015号跡(第9図)

調査区中央、 E08・12Gr.を中心に位置する。遺構の中央を206号跡(古墳)周溝が縦断する

が、床面まで達していない。また東隅で008号跡を、西~北部で020・016・017号跡を切って構

築される。

覆土は 45~50 cm遺存し、遺跡通有の暗褐色砂質土を除き、 4層からなる。 1層黒褐色土で

ローム粒を多く含む。 2層暗褐色土で黒色土、ローム粒、焼土粒を若干含む。 3層暗褐色土で

ローム粒を多く含む。 4層黒褐色土。 5層黒色土で、 4層はとくに粘性が強い。

遺構は 530x440 cmの四辺とも胴の張る隅丸長方形を呈し、長軸はN-450-Wを示す。床面

は全体に硬質で平坦だが、とくに主柱穴内は堅い。主柱穴は 4 本とも径 25~30 cm、深さ 50~55

cmと均一で、その配置はPj-P2聞が 10cm短かい他は、 270cmとほぼ方形となる。 PSは

長軸上にあり(指数0.5)、深さ 55cmで外方に傾斜する。 P6は南壁東寄りに壁にくい込んで

作られ、径 45cm、深さ15cmを計る。さらに南西隅にも深さ 20cm程の凹みがあるが、性格

は不明で、ある。

炉(第35図)は 85x70 cmの楕円形で、底面全体に火床が発達している。底面の一部はさら

にわずかに凹む。炉の位置は主柱穴問中央よりやや外側(指数0.48)にある。

遺物は覆土中に散在するに過ぎず、本跡に伴うものはない。

. 016号跡(第10図)

E08 Gr.内に位置し、大半を015・017号跡に切られ、北東部分のみが遺存する。覆土は017号

F
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住居跡

跡断面図の 4、5層である。黒褐色土でローム粒、焼土粒を若干含み、壁近くでローム粒が多

くなる。

遺構は隅丸方形を皇し、東壁から推定して長軸で 520cm、 N~6 0~Wと考える。壁は軟弱

で、高さ 30cm程である。床面はかなり踏み固められていた。なお017号跡床面とはほぼ同一

面である。主柱穴は径 25~30 cm で、深さは、 P l • P4が各々 37cm、27cmと浅いのに対し、

他は推定して 60~~65 cmと深い。その配置はPl- P2聞から順に 175cm、210cm、215cm、

235cmと不整で、ある。炉はないが、 Pl- P4聞に 3個の浅い凹みがあり、中には黒灰が詰まっ

ていた。

遺物は殆んどないが、北壁に貼り付くようにして 1が出土した0

・017号跡(第10図)

E07 Gr.内に位置し、西部を015号跡、南壁を206号跡周溝により破壊される。覆土は l層暗褐

色砂質士、 2層暗褐色士でローム粒をやや多く含む、 3層黒色土でローム粒が多い。

遺構は推定で 460x420cm の隅丸長方形を呈し、長軸はN~580~Wを示す。床面は中央に向

けて盛り上がるようで、凹凸も著しいがかなり良好である。主柱穴は径 25cm前後と小さい

が、深さは 70~80 cmと深い。その配置は長軸方向で 210cm、短軸で 190cmである。

炉は 85x60 cmの楕円形で、皿状に凹み、中央より北側はさらに円形に落ち込む。火床は 3

cm程焼化している。位置はPl- P4聞やや南に偏る(指数0.65)。この他にPl- P2間中央に柄

鏡形の火床がみられるが、床面に接して出土するものは壁下に多い。

.018号跡(第11図)

調査区中央部北側、 B14・15、F02・03Gr.内にある。北側を205号跡(古墳)周溝で、南西隅

を054号跡で破壊され、中央部分には206号跡の周溝が走る。他に重複する 6軒の住居跡をすべ

て切って構築している。複雑な重複関係のため調査に際しては確認用のトレンチを縦横に入れ

たため、一部掘り過ぎた個所もある。

覆土は、 I層黒色土。 2層暗褐色土。 3層黒色土でローム粒、焼土粒を多く含む。 4層軟弱

なロームで、 5層は壁からのロームの流れ込みである。 6層は焼土の堆積で、 3層とともに被

災の跡を物語る。

遺構は 1辺 660cm の方形を呈し、炉の位置から考えると軸の方向はほぼW~E を示す。壁

は垂直に掘り込まれ、高さは 40~50 cm遺存する。壁溝は東壁下て、極端に幅の狭い iVJ字形

断面を呈し、西壁下では幅 15cmの浅いものとなる。南 ・北壁下にはみられない。床面は被災

のため乱れて、全体に軟弱である。主柱穴は径 60cm前後、深さはすべて 85cmである。そ

の配置は主軸方向に 380cm、他は 370cmで、隅壁の対角線上に整然と配されている。また南

西隅には 50x45 cm、深さは推定 40cmの箱形の凹みがあるが、 054号跡に伴う可能性が強い。

0
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住居跡

炉は東柱聞の北寄りにあり、径 70cm程の円形で浅く、火床もあまり発達していない。

焼土の堆積は随所にみられるが多くは床面より 5~6cm 上にあり、厚みも 15 cmを超える。

東壁南半の壁溝上にはワラ、木材が集中的に検出された。

遺物は比較的多く出土した。このうちでも 8のように4.5mも離れて接合する、投棄を思わせ

る資料もあるが、殆んどはほぼ原位置を保つと考える。大形の萱(1・2)は中央付近で、 7は

西壁下、 5は北壁下で、いずれも横倒し状態で出土した。また北壁下中央からは約 20cm四方

の範囲に22個の土玉が集中していたが、これは001号跡の土玉の出土状態と共通する。

. 019号跡(第12図)

調査区中央、 E10・14Gr.内に位置する。 211号跡(溝)が上面を走り、 022号跡を切って作られ

る。覆土は、 1層暗褐色土、 2層暗褐色土でローム粒若干含む、 3層黒色土で炭化粒、焼土粒、

ローム粒を含む、 4層黒色土と暗褐色土、 5層褐色土と暗褐色土でローム粒を若干含む。

遺構は 480x385cmの隅丸長方形で、短軸壁がわずかに胴張りとなる。長軸の方向はN

-370-Wを示す。壁は約 40cmを測り、ほぽ垂直に掘り込まれている。床面は全体に硬質で土

間様に踏み固められた部分は南、北に分かれていた。主柱穴は径 30cm前後でやや楕円形を呈

し、深さは各々 70cm、45cm、53cm、58cmと異なる。その配置はP1- P2、P3- P 4聞が

230 cm、P2- P3間240cm、 P4~Pl間 250 cmとほぼ方形である。 P5は長軸上(指数0.54)に

あり他の住居跡のものと異なり、内側に傾斜している。

炉は 100x70cm、深さ 7cmの卵形を呈す。火床は炉の西側に細長く形成され、 5cm程焼

化していた(指数0.73)。

遺物は少なく、 P2と東壁の聞に床に接して lが出土した。本跡に伴うものは、この他に 7だ

けであろう。

.020号跡(第12図)

E11 Gr.内に位置し、上面の削平のため壁は全く遺存しない。床面は検出当初中央に盛り上が

り気味で、堅い面の範囲は 300x180 cmある。主柱穴はP2、P3のみで、ともに径 25cm、深

さ30cm程である。炉は 70x60 cmの円形で、極めて浅い。火床も不良である。

.021号跡(第13図)

E09 Gr.内に位置し、 022号跡と重複する。上面は殆んど削平され壁はなしh。床面は中央部に

1m四方程残される。主柱穴はP1を除き検出された。いずれも径 20cm前後で、深さは 30cm 

にも満たない。その間隔は各々 170cm、180cmである。 P5は深さが 33cmと他に比して深

く、わずかに外方に傾斜する。炉は 50x40 cmの浅い凹みで、一部に火床が残る。炉と P5を

通る線を長軸と考えると、その方向はN-4f-Wを示す。
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遺構

.022号跡 (第13図)

調査区中央、E09・10Gr内に位置する。南東部は019号跡に、南壁は211号跡(溝)によ り破

壊され、上面の削平のため021号跡との関係は不明である。覆土は褐色土が主である。

遺構は約 490cmの円形に近く 、炉の位置から主軸はN-lQ"-Eを示すと思われる。壁は軟

弱で、 高さは 10~15cm程である。床面は主柱穴間及びPS付近がかなり硬質で遺存は良いが、

南側で凹凸がある。主柱穴は4本検出された。Pt、P2は径 30cm、深さ 45cm、 他は径 35~40

cm、深さ 60cmである。その配置はPt-P2聞から順に 220cm、185cm、235cm、190cmと

不整である。 PSは柱穴間中央よりかなり外側に位置し、深さは 40cmを測る。

炉は中央より北側に位置し、推定指数は0.7を示す。 75x55 cm の楕円形で、底面はさらに

50x35 cmの皿状の凹みとなる。火床は全体にみられるが、あま り発達していない。

遺物は稀少で、本跡に伴うと思われるものはない。なお図の北西壁上には、穿孔された土器

(第55図15)が直立して検出された。性格は不明である。
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住居跡

・023号跡(第13図)

E01・02Gr.内に位置し、北側を024、025号跡により切られ、西側で064号跡を切っている。

覆土は 1層暗褐色砂質土。 2層暗褐色土で、ローム塊を多く含む。 3層暗褐色土で焼土、炭化粒

を若干含む。 4層黒色土で、ローム粒を含む。

遺構は約 5mの不整円形で、深さ 20cm程である。検出当初は住居跡と思われたが、床面は

ソフトロームと黒色土の混在する軟弱な面であり、付帯すべき施設はなにもなし当。遺物は殆ん

どない。

• 024号跡(第13図)

調査区北部中央、 E01Gr.内に位置する。 211号跡(溝)が上面を走るが、他に重複する住居跡

はすべて切って作られる。

覆土は、 1層黒色土。 2層黒色土でローム粒若干含む。 3層暗褐色土でローム粒若干含む。

4層暗褐色土でローム粒多く含む。 5層褐色土でローム塊多く含む。 6層褐色土で炭化粒を含

み軟弱である。また床面に密着して炭化粒、焼土粒が多く分布している。これにより被災の際、

5層を中心とした土を投げ入れ、消火したことがうかがえる。

遺構は 375x275 cmの極端な縦長の長方形を呈し、長軸はN-7t-Eの方向を示す。壁は中

段まで傾斜をもち、下方は垂直に掘り込まれ、高さは 50~60cmを残す。壁溝は全周し、基本

的には幅の狭い iVJ字形断面を示すが、三隅では幅広となる。床面はやや軟弱てや小さな凹凸

がある。四隅の壁溝内には径 15cm、深さ 10~13cmの小穴がみられるが、主住穴か否か断じ

がたい。

カマド(第38図)は東壁南寄りに、壁を三角形に切り抜いて構築された。構築材は灰色粘土に

山砂を混入したものを主に袖に使い、天井はさらにローム塊を加えている。

全長 90cm、幅 80cmで、高さは 50cmに達する。焚口部分の天井懸架は落ち込んで、しまっ

たが幅は 30cmである。燃焼部は 40x35cm程の広さで、上面には径 28cmの掛口が複元で

きる。なお火床はみあたらず、燃焼部、袖下には 70x45 cmの楕円形の掘り込みがあり、黒色

土とローム塊が充填されている。煙道部には山砂が貼り付けられていて、煙道口や煙道の上昇

角度を操作している。これによると煙道口は火床より 7cm高められ、 23x13 cmの大きさを

測ることができる。煙道は長さ 50cmで、中段までが40'、上方で70'の角度がある。煙出口は

径 13cmである。

遺物は覆土中には殆んどみあたらず、カマド右脇に一括して出土した。華、甑は組み合って

横倒しとなり、その下から坪が2個出土した。小形聾はその奥に横転し、直下に杯がある。支

脚を含め 1~6 までは完形品である。この他に床面中央に 7 が出土した。
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遺構

.025A号跡(第14図)

B13 Gr.を中心に位置する。南、北の一部を024・205号跡で破壊される。覆土は 30cm程遺

存し、暗褐色土層で、壁際にローム粒、ローム塊が多く含まれる。

遺構は 460x430 cmの隅丸方形で、長軸の方向はN-550-Wを示す。床面は全体にやや軟弱

で凹凸もない。主柱穴は 70x45 cm前後の楕円形で、いずれもロート状を呈し、底面では径 15

cm 程となる。深さは 65~75 cmを測る。その配置はPt-P2聞が 250cm、他は230cmとほ

ぼ方形となる。 PSは柱穴問中央に位置し(指数0.1)、明らかに外方へ傾斜する。東壁北寄りに

は 55x45 cm、深さ 15cmの浅い皿状の凹みがある。

炉(第35図)は柱穴間中央より内側(指数0.68)にあり、 80x60 cmの楕円形で、深さ 7cm程

の底面中央にはさらに凹みがある。火床は底面全体にみられる。炉の中には多量の炭化粒が遺

存した。

遺物は少ないが、炉中より査頚部が破損して出土し、北西隅には 2が直立していた0

・0258号跡(第14図)

025A号跡の南東部に位置する。その殆んどをA号跡や018号跡で破壊され、南隅壁がわずか

に残るのみである。

遺構の規模は不明でトあるが、炉からみてN-4t-Wを示す。南壁は高さ 25cmが遺存し、床

面は非常に堅撒であった。主柱穴は推定で深さ 45~50 cmと考える。その配置はPt-P2聞か

ら順に 200cm、160cm、195cm、180cmである。 P6はP3-P.の延長線上にあり深さは 35

cmを測る。炉は柱穴間内側にあり、火床はかなり発達していた。

なおA号跡内の柱穴や炉上には部厚い貼床があり、逆に026号跡の炉は貼床下から検出され

た。このことにより、 026→025B→025A号跡の順序が明らかとなった。

.026号跡(第15図)

調査区北部、 B14Gr.内に位置する。南半部は018号跡や205号跡周溝により破壊される。北部

で027号跡と重複するが、本跡の床面がわずかに低く、覆土にも貼床を思わせる硬さはなかっ

た。覆土は赤味の強い暗褐色土である。

遺構は縦軸で 480cm前後の楕円形の可能性があり、その軸でN-5f-Wを示す。壁は北隅

で高さ 10cmに過ぎない。床面はかなり堅く凹凸が著しい。主柱穴はPt、P2が径 25cm、深

さ 55cm を測り、他も推定で深さ 55~60 cmであろう。配置はPt-P2問、 P.-Pt間とも 205

cmである。

炉(第36図)は床面中央やや北寄りに位置する。 70x65cmの円形で、皿状の底面中にはさら

に小さな凹みがみられる。火床は不良である。

遺物は全体に散在するが、とくに炉の周辺に床面に接する土器が多い。

25 



吋コ

。
、
¥
 

¥
 

/ノ

@

/
 

/
 /
 
/
1
1
1
 

ー.a

。
、、、、

! 
. .0 ¥ 
工三

30.20 
ー.a a.ー

ー・『

U ~ 

巴h

』. 



遺構

• 027号跡(第15図)

調査区北端に近く、 B10・11・14・15Gr.にまたがって位置する。南側を018・026号跡に、西

隅を057号跡により破壊される。覆土はわずか 10cmしか残らず、褐色土層である。

遺構は 490cm前後のほぽ円形で、柱穴の配置からみるとN-35'-Wを示す。床面はほぼ全

体に堅く、凹凸はあまりない。主柱穴は南側のP2、P3が径 40cm前後のロート状で、他は径

20 cmと小さい。深さはいずれも 60cm程である。その配置はP1-P2問、 P3-P4聞が 225

cm、P2-P3間 180cm、P4-Pl間 190cmであるが、わずかに菱形に査む。またP4-P1聞

には浅い皿状の凹みが数個認められ、真黒色土が充填していた。

炉は柱穴問内側の床面中央に位置し、 105x85cmの楕円形を呈す。底面には細長い凹みが

2個所にみられる。火床は底面全体に発達している。遺物は殆んどない0

・028号跡(第16図)

調査区北東端、 B7・11・12Gr.内に位置する。 205号跡(古墳)周溝により北半が破壊される。

覆土は 10cm程が遺存し、粘性の強い暗褐色土である。北から西にかけてはさらに削平され不

明である。

遺構は推定で 530x470cmの楕円形を呈すと思われ、長軸の方向はほぼN-40'-Eを示す。

床面は全体にやや軟弱で、北に向けてわずかに傾斜する。主柱穴は 4本とも確認できた。径 25

~30cm、深さは 60cm 前後を測る。その配置は P 2が異状な位置にあるため全体に台形とな

る。 Pl-P2聞から順に 180cm、205cm、225cm、215cmである。 P5は長軸上、南壁近くに

あり、深さ 32cmで外側に傾斜する。 P6はP1-P2の延長線上、壁から 50cmも離れて検出さ

れた。 60x50cmの楕円形で、深さは 25cmと浅い。

炉は 75x60cmの楕円形で、深さ 8cmの皿状の凹みである。火床はかなり発達していた。

なお炉の右脇には火床のみのわずかな凹みがみられる。

遺物は床面に接して散在するに過ぎないが床面ほぽ中央から出土の 2は本跡の廃棄に近い時

期と考えられる。

.029号跡(第16図)

調査区南西端、LlOGr.内に位置する。削平が著しく、西、南壁は全くない。

遺構は長軸で 640cm程の楕円形と考えられ、長軸の方向はN-10'-Eを示す。壁は北東隅

がわずかに残る。床面は柱穴聞及び東壁方向に堅面が伸びている。主柱穴は 4本である。 P1、

P2は 60x50cmの楕円形で、断面はロート状を呈す。 P3は 80x50cmで底面に至るまでに

3段程の段を有する。 P4は70x40 cmで北側に段がある。深さはいずれも 60cm前後である。

その配置は長軸方向が 325cm、他は 245cmで長方形となる。 P6は柱穴間中央にあり、深さ

45cmで、垂直に掘り込まれている。他に東壁中央付近に深さ 25cmの小穴がみられる。

- 27 
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住居跡

炉(第36図) 170 x 155 cm、深さ 15cmの大形不整円形で、北半にはさらに1l0x70cm、

深さ 10cmの凹みがある。火床は南半に発達し、 6cm程焼化の跡がみられる。

遺物は破片がわずかに出土したに過ぎない。 3はP1付近の床面からの出土である0

・030号跡(第17図)

調査区南西端、 L07Gr.内に位置する。中央部には209号跡(方形周溝)が走る。覆土は 20cm 

程遺存し、 l層暗褐色土。 2層暗褐色土でローム、焼土粒を若干含む。 3層黒色土である。

遺構は l辺約 330cmの不整な隅丸方形を呈す。床は炉の周辺に堅い面がみられるが、全体

に軟弱である。主柱穴はなく、南壁下中央に浅しνj、穴がある。炉は 45x35cmの楕円形でわず

かに凹んでいる。火床は余り発達していない。

.031号跡(第17図)

調査区南西、 L03・04Gr.内に位置し、北部は202号跡(古墳)周溝により破壊される。覆土は

褐色土に近い軟かい層である。

遺構は横軸で 535cmの隅丸方形と考えられ、れなどの位置からN-270-Eを示す。壁はや

や軟弱で、高さ 15cm程である。床面は柱穴内側及びPS、PS付近にまで堅い面が及び、全体

的に小さな凹凸がある。主柱穴は北側の 2本が径 40cm前後、南側が径 20cmで、深さはP

3を除き 70cmと深い。配置はP，-Pl聞が 240cm、他は215cmでほぼ方形となる。 PSは

軸線上(指数0.4)にあり、深さ 45cmで、外方に傾斜する。 PSはP1-P2の延長線上、南壁か

ら離れて作られ、径 50cm、深さ 40cmを測る。 PSを囲んで半月状に貼り付けの土堤がある。

炉(第36図)は 100x85cmの楕円形で、深さ 10cmの皿状に凹む。火床は南北に細長いが、

殆んど焼化していない。遺物は少ない0

・032号跡(第四図)

Il3 Gr.内に位置し、 202号跡(古墳)周溝によって完全に壊されている。北東隅の壁の立上が

りがみられるが、わずかに 5cmである。床面は軟弱で本来の床か不明である。炉は 60x45cm 

の楕円形で、浅いが、火床はかなり発達していた。また東壁下に 50x30cm、深さ 15cmのピッ

トがあるが所属は明らかでない。

遺物の出土はないが、 202号跡周溝内より弥生後期の土器片がいくつかみられる0

・033号跡(第18図)・

032号跡とともに202号跡によって破壊、削平された住居跡で、 H16Gr.内に位置する。当初、

すでに火床が確認されたが、床らしい面はなく、付近一帯は黒色土とローム塊の混在する軟弱

な面である。また凹凸も著しく、ピットのような落ち込みも随所にみられる。

その中でも炉を中央にして主柱穴と考えられるものが検出できた。 Pl、P2は50x40cmの

楕円形で、現状での深さは 50cmを測る箱形の柱穴である。他は周溝内にあり、推定の深さは

30 



遺構

70 cm程であろう。配置はP1-P2聞から順に 370cm、280cm、340cm、320cmと不整であ

る。なおPl、P4の覆土は中央に黒色土・ローム塊とわずかながら炭化材がみられ、ともに中段

位から醗各1個が出土した。炉は中央にあり、かなり発達した火床のみが残る。

遺物は小破片が散在するに過ぎず、本跡に伴うものはない。

.034号跡(第四図)

調査区南部の中央付近、 202号跡(古墳)内にあり、 H04・08Gr.内に位置する。北側を根切溝

で破壊され、 036、037号跡を切って構築される。覆土は暗褐色土でローム粒を若干含む。

遺構は 340x330 cm前後の不整な隅丸方形を呈す。住居の軸は不明だがN-450-W付近であ

ろうか、壁は高さ 15cm 程が残る。床は全体に堅い。主柱穴は Plが撹乱内の他は、径 30~40

cmの円形で、 4本とも深さは 55cmと一致する。配置はPI-P2聞から順に 140cm、160

cm、170cm、205cmと不定であるが、これは住居平面形に近い歪みでもある。

炉(第36図)は床面中央ややP4に寄っている。 70x55 cmの楕円形で、 10 cmの皿状の凹み

で、火床は殆んど残らない。炉の北縁には深さ 13cmの小穴がみられる。
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住居跡

遺物は少なく 、覆土内に混在する状態である0

・035号跡(第20図)

調査区南端、I09Grーを中心に位置する。 202号跡(古墳)墳丘下にあたる。覆土は 45cm程あ

り、1層暗褐色土。 2層黒色土で炭化粒を若干含む。 3層暗褐色土で、ローム粒を若干含む。 4

層黒色土。 5層褐色土でローム粒を多く含む。なお上面には暗褐色土(a・c層)にはさまれ

た灰白色粘土層(b層)がみられた。これは新しい時期の道路跡と考えられる。

遺構は 610x540 cmの整然とした隅丸長方形で、南・北壁はわずかに胴張り気味である。長

軸の方向はN-30-Wを示す。壁は垂直に掘り込まれる。床面は四隅を除き全面的に堅く 、凹

凸が著しい。なお内側には510x440 cmの隅丸長方形の拡張前の床面がみられ、その外側はわ

ずかに段を残す。主柱穴はP2を除き 55x40 cmの楕円形を呈し、4本とも深さ65cmのロー

ト状となる。覆土は褐色素粒土である。その配置はPl-P2聞から順に 250cm、260cm、230

cm、265cmである。 P5は長軸上(指数0.5)にあり、径 35cm、深さ 50cmの大形で明らかに

外方へ傾斜する。 P6は南壁にくい込んで作られる。 70x60cmの方形で深さ 20cmを測る、

他に南壁両隅に浅い凹みなどがみられる。

炉(第36図)は中央北寄り(指数0.75)に位置する。 120x85cmの浅い楕円形を呈し、縁辺に

は深さ 5~10cmの小子しがある。火床は 8cm以上焼化する。

遺物は殆んどない。 1は北側から流れ込んだ状態で出土している0

・036号跡 (第19図)

閉じく 105Gr.内に位置する。 034・037号跡により北側は破壊される。覆土は 1層暗褐色土で

ぼろぼろとして硬い。 2層暗褐色土でローム粒若干含む。 3層暗褐色土でローム粒を多く含み

やや軟弱で、ある。

遺構は東西軸で465cmの楕円形を呈し、 N-700-Eを示す。壁は垂直に掘り込まれ、高さ

20 cm程遺存する。床面は中央に向けてわずかに凹むが、全体に硬質で平坦で、ある。主柱穴は

Plのみで径 30cm、深さ 55cmを測る。 P5は西壁下中央にあり、深さ 40cmで、外側に向け

て傾斜する。南隅には幅 30cm、高さ 7cmの極めて堅い半月形の土堤に固まれてP6がある。

径 60cm、深さ 30cmで、中には黒色土を主とする土が自然堆積していた。

炉 (第36図)床面中央よりやや東寄りにある。 85x65cm、深さ 12cmの卵形、皿状の凹み

で、火床は炉の中央に細長く形成される。炉の東縁を囲むように6個の凹みがみられる。大小

の差はあるが、深さ 7~13 cmて¥真黒色土がつまっていた。同じような例は016号跡にもあ

る。

遺物は少ないが、1が西壁下床面に接して出土し、本跡に近い時期の遺物である。

- 32 
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住居跡

・037号跡(第19図)

I01 Gr.内に位置する。中央に撹乱溝が走り、西側は034号跡により破壊され、さらに全体的

に削平を受ける。覆土は 4層暗褐色砂質土。 5層暗褐色土で焼土粒を含む。

遺構は北半部分で壁がなく、規模はわからない。南壁の高さはわずかに 10cmである。床面

は中央に向けて盛り上がり気味となり、とくに炉の周辺は堅織である。主柱穴は3本確認でき

た。径 35cm 前後、深さ 45~50 cmを測る。 P2-P3間215cm、P3-P 4間 245cmの配置とな

る。南壁下東寄りには、径 55cm、深さ 20cmのP6がある。炉は 95x80cm、深さ 10cmの

楕円形、箱形の凹みで、火床は発達する。遺物は殆んどない0

・038号跡欠番

.039号跡(第20図)

調査区南西部、HllGr.内に位置する。西壁は202号跡により破壊される。覆土は褐色土でロー

ム粒を含む。

遺構は南北で 460cmの丸味のある隅丸方形を呈し、 N-70-Eを示す。壁は 15cm程遺存

するが軟弱である。床面は堅さがなく、全体に西に向けて傾斜する。主柱穴は径 25cm、深さ

40 cmだが、 P2のみ深さ 70cmと特異である。配置はP1-P2間 170cm、他は 185cmで、

P1の位置がずれている。 P5は軸線より東に大きくそれる。他にP1付近に深さ 30cmのピット

があるが所属は不明である。

炉(第36図)は床面のほぼ中央にある。 70x50 cmの楕円形の炉が2個重なった状況だが、新

旧は認められない。ともに底面にわずかな火床を残す。

遺物は少ないが、炉中から出土した 3は本跡に伴うものであろう 0

・040号跡(第21図)

調査区西端に近い H07Gr.内に位置する。調査の過程で、 202号跡(古墳)周溝覆土上にかか

る西半部を破壊してしまった。覆土は暗褐色土でローム粒、炭化粒を若干含む。

遺構は推定で 320x360cmの横長方形を呈し、カマドの位置から主軸はN-350-Eを示す。壁

は東で高さ 40cmあり垂直に掘り込んで、いる。床面には焼土、炭化材がみられ、被災跡と思わ

れる。南壁直下中央に浅いピットがあるが、主柱穴と考えられるものはない。

カマドは北壁中央に壁を大きく掘り込んで作られる。削平が著しいため遺存は悪い。袖は灰

白色粘土で山砂が混入する。長さ 100cm、幅 120cmで、火床を壁外に置く大形のカマドであ

る。

遺物はカマド燃焼部中央に支脚(3 )が出土し、 1は天井部補強として使用されたものである。

東壁直下には瞭(4、5)が検出された。
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住居跡

・041号跡(第21図)

H 03・07Gr.内に位置し、北壁を202号跡(古墳)周溝で、西壁を040号跡で破壊される。

遺構は 310cmの隅丸方形を呈し、炉の位置から、 N-220-Wを示す。壁はかなり傾斜をもち軟

弱である。床面は柱穴内側のみ硬質で、東から Scm程の差をもって西に傾斜する。主柱穴は

いずれも径30cm て\深さは 50~55cmであるが、 P3のみ 70cmを測る。その配置はPt-PZ

問、 P3-P4聞が 150cm、他は 190cmの長方形となる。南側の柱穴問中央にP5がある。深さ

32 cmで、明らかに外方へ傾く。炉(第36図)は北側柱穴間中央にあり、径 40cmの円形で浅

い。火床は殆んどみられない。

遺物は P 3付近に床面より 7~Scm 浮いた状態で 1 、 2 がまとまって出土したが他にはない0

・042号跡(第22図)

調査区西端中央、DlO・11Gr.内に位置する。南壁は201号跡(古墳)周溝で、北壁は大木の

根跡で破壊される。覆土は 1層暗褐色土。 2層暗褐色土でローム塊を含む。 3層黒褐色土でロー

ム塊を含み、粘性が強い。

遺構は短軸で450cmを測る隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN-W-Eを示す。壁は傾斜を

もって掘り込まれ、高さは 45cm程が遺存する。床面は柱穴内側がやや硬い程度であり、中央
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住居跡

に向けてわずかに凹むようである。主柱穴は径 25~35 cmと小形で、あるが、深さは 70cm前

後を測る。配置はP[-P2問 260cmの他は 245cmで、ほぼ方形となる。南東隅近くに深さ 37

cmのピットがあるが所属は不明である。

炉(第36図)柱穴を結ぶ線上にある。 95x85cmの浅い楕円形で、底面中央はさらに細長い

凹みがある。火床は 7~8cm 焼化していた。

遺物は覆土中からわずかに出土した他、東壁下床面に数点の破片がある 0

・043号跡(第22図)

Dl4・15Gr.内に位置するが、 201・042号跡により南壁を残して殆んど破壊される。覆土は暗

褐色土で粘性が強い。

遺構は、北壁の一部が遺存するため、長軸で約 450cmを測ることができる。その方向はN

150-Wを示す。壁は南西隅で高さ 40cmが遺存する。床面は不明だが、かなり凹凸があった

と思われる。主柱穴は一応4本確認できた。 P3は深さ 40cm、他は推定の深さが、 P[ 45 cm、

P2 65 cm、P455 cmと考える。配置はp[-P2聞から順に 245cm、220cm、255cm、180cm 

と一定しない。 P5は長軸線上(指数0.57)にあり、深さ 30cmで垂直に掘り込まれる。 P6は南

壁下にあるが、深さはわずか 10cmの凹みである。炉は042号跡貼床下から発見された。火床

のみ遺存する。遺物は殆んどなしユ。

.044号跡(第23図)

調査区中央付近、 D07Gr.を中心に位置する。遺構の中央を南北に201号跡(古墳)周溝が走

る。覆土は約 25cm遺存する。 1層暗褐色土、 2層黒褐色土で炭化粒を若干含む、 3層褐色土

でローム粒多く含む。

遺構は、東壁の遺存がかなり悪いが、 615x600 cmの円形に近い平面形となろう。軸の方向

は不明で、ある。ソフトローム内に構策されたため、壁は軟弱である。床面も全体に不良だが、

破線内は土間様の硬さを残す。主柱穴は 3本確認できた。 P3は径 30cm、深さ 62cm、P4は

径 23cm、深さ 24cm、P2は推定の深さ 53cmを測る。その配置はP2-P3問 220cm、P3-P 4 

間 295cmである。なおP3北側には径 30cm、深さ 65cmの柱穴がある。

炉(第37図)は床面中央やや西寄り(指数0.8)にある。長軸 100cmで、南側幅 65cm、北側

幅 45cmの不整形である。深さはわずか 5cm程で、南 ・北部分にわかれて火床がみられる。

この他に北東部には径 40cmの範囲に火床が検出された。

遺物は床面に接しでかなりの量が出土した。その殆んどはP3- P4を結ぶ線と西壁の聞に集

中する。大形査のうち lは炉の左脇から直立のまま押し潰された状態で、 2はこれを覆うよう

に横倒しのまま潰れて約 100cmの範囲に四散する。 3はP3付近に横倒しで出土した。斐(6・

7)はこれらの聞にやはり押し潰されていた。小形壷(4 )は西壁に寄り掛って、 5は床面より
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住居跡

やや浮いて直立状態を保っていた。石皿様の 9は炉の北側 80cmの床面に密着して出土した。

図示したものはすべて本跡に伴うと考える。この出土状態からは、火災などの災害を受けて廃

棄された場合が考えられるが、焼土堆積など明らかではなし〉。

.045号跡(第24図)

201号跡(古墳)墳丘下、 D07・08Gr.内に位置する。北半部は撹乱により破壊される。覆土

はl層黒褐色土、2層暗褐色土、3層暗褐色土でローム粒を含む。

遺構は 350x350 cmの隅丸方形を呈すと思われる。南壁で 25cmの高さを有し、しっかり

とした壁面である。床面は遺存する部分全体が堅く、凹凸は余りなしユ。柱穴は径 35cm、深さ

47 cmでロート状となる。他の 3本は確認できない。

遺物は査の頭部が柱穴上に横転して押し潰された状態で、また床面に密着して有角石斧が出

土した。

.046号跡(第25図)

調査区北部西端、 D02・03Gr.内に位置する。北部は201号跡(古墳)周溝に、東部は047号跡で

破壊される。覆土は部分的に 50cm 程遺存する。 1 層~5 層まであるがいず、れも暗褐色土を主

とする。 1層はやや砂質でローム粒を多く含む。 2層黒色土を含む。 3層ローム粒と黒色土を

多く含む。 4層ローム塊を多く含み、焼土、炭化粒が若干みられる。 5層ローム粒の流れ込み

や浮き上がった土層である。
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住居跡

遺構は推定で620x580 cmの楕円形を呈すと思われ、長軸の方向はN-2f-Wを示す。壁は

垂直に掘り込まれ、高さ 60cmを残す部分もある。床面は小さな凹凸がみられるが、全体的に

堅く、平坦で、ある。主柱穴は4本とも長さ 50cmの短軸方向に伸びる楕円形を呈し、深さ 65

cmでロート状となる。その配置はP，-PZ聞から順に 340cm、200cm、320cm、195cmの

長方形で、遺跡中でも特異な配置である。 Psは長軸上(指数0.7)にあり、深さはわずか 20cm

であるが、外方に傾斜している。

炉(第37図)は床面中央北寄りにあり、推定指数0.73を示す。 110x90cm、深さ 8cmの比較

的浅い楕円形の凹みで、中には灰がつまっていた。火床は底全面にみられ、5cm程焼化してい

る。

遺物は非常に少ないが、比較的床面に近い層から出土している。このうちとくに 4・5・7・

8は本跡の廃棄に近い時期の可能性がある。

.047号跡(第25図)

D03 Gr.内に位置し、北東隅を201号跡(古墳)周溝に、中央部から東壁にかけて大木の根の撹

乱を受け破壊される。覆土は 35cm程遺存する。 1層ぼろぼろの褐色土。 2層褐色土と暗褐色

土。3層暗褐色土でローム塊を含む。

遺構は 370x340cmの隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN-300-Wを示す。壁は垂直に掘り

込まれ、凹凸がある。床面は全体的に硬質で、とくに柱穴内側は土間様となる。主柱穴は撹乱

内のp，を除いて検出された。pz、P.は径 30cmの円形で、深さ 42cmである。 P3は杭を打

ち込んだ痕のように小さいが、深さは 42cmと合致する。配置はPz-P3間 185cm、他は 200

cmである。炉は火床の北端が残るのみである。

遺物はPz-P3聞にわずかにみられる。

.048号跡(第26図)

}lO・11Gr内に位置し、その大半は南側調査区外にある。 1層は表土で、覆土は 2層黒色土

でローム粒を含む、3層は焼土、 灰を含む。

遺構は北壁付近だけあるが、推定で東西 350cmの隅丸方形と考える。壁は軟弱で、、高さ 10

cm程しか遺存しない。床面は炉の周辺に堅い部分がみられる。柱穴は径 30cm、深さ 70cm 

を測る。炉は 2個ある。主となる炉は半分のみ検出でき、径 80cm、深さ 10cmの不整形の凹

みである。他にp，横に浅い凹みがあり、わずかに火床が遺存する。

遺物は主となる炉の周辺から北壁にかけて、床面に接して出土した。 1は壁に接して横転し、

その底部は 70cm程離れて出土した。 1の下から 3が、 2も横倒しの状態であった。これらはい

ずれも完形にはならないが、調査区外に残存するはずであり、本跡に伴うものとして間違いな

かろう。
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住居跡

・049号跡(第26図)

J01 Gr.内に位置し、北壁を除き殆んどが調査区外にある。西壁は050号跡床下から検出され

た。 1 層は表土、黒色土の 3 層が覆土である。北壁部分は幅 10~14 cmの壁溝がめぐり、深さ

は平均 10cm程である。床面はやや軟弱でト、硬質面の北縁のみ確認できた。

遺物は殆んどないが、 1の残存部分は区外にあると思われ、本跡に伴う可能性である 0

・050号跡(第26図)

112 Gr.内に位置するが、北壁をわずかに検出したに過ぎない。049号跡の壁溝上に貼床を作っ

ているため、新旧関係が明らかである。覆土は黒色土で、ローム粒を多く含む。遺存する壁は 3

cm程にすぎず、西側は削平されて不明となる。遺物はない0

・051号跡(第26図)

調査区南西隅、 L08Gr.を中心に位置する。殆んど削平され、さらに東南半部は調査区外とな

る。

遺構は楕円形を呈すと思われるが規模は不明である。わずかに残る西壁も 3~5cm 程の高さ

に過ぎない。床面は炉の西側に堅い面が遺存する。主柱穴は 3 本確認できた。いずれも径 25~30

cm、深さ 50cmで、垂直に掘り込んでいる。配置はともに 180cm前後である。

炉(第37図)は床面中央北寄りに位置する。 85x75 cmの楕円形で、深さ 12cmの皿状の凹み

である。火床は底面に細長く遺存するが、余り良好でない。炉の北縁には深さ 10cm程の小孔

がみられる。

• 052号跡(第26図)

Ll2 Gr内に位置し、西壁を検出したに過ぎず、他は調査区外である、覆土は赤味のある暗褐

色土である。

西壁の長さは 430cmで、不整方形を呈すと思われる。西壁によると N-450-E前後を示す。

壁は軟弱だが 15cm程の高さがある。床も軟かく、凹凸も著しい。柱穴と思われるものが区端

にあるが、完掘できないため不明な点が多い。また柱穴の周辺には深さ 25cmのピットとわず

かな火床がみられる。

.053号跡(第27図)

調査区北東部、 C13・14Gr.内に位置する。 011号跡を切って構築されるが、中央部分を南北

に揖乱が走る。覆土は 1層黒褐色土でローム粒を含む、 2層黒色土、 3層暗褐色土である。

遺構は 325x290 cmの隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN-240-Wを示す。壁はほぼ垂直に

30cm程掘り込んで、いる。床は撹乱のためか、全体に軟弱である。主柱穴は4本とも径 30cm、

深さ 60cm前後だが、 P2は80cmと深い。その配置は長軸側が 190cm、他は 120cm前後で

長方形となる。炉やPSは恐らく撹乱内に位置したであろう。
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住居跡

遺物は殆んどないが、1の壷片は床面に密着して出土している0

・054号跡 (第27図)

調査区中央付近、E02Gr.内に位置する。 018号跡の調査に際して、これを切る住居跡が発見

された。このため東壁の一部は掘り過ぎてしまった。

覆土は6層に大別できる。 l層さらさらした黒色土。 2層黒褐色土でローム粒を含む。 3層

黒色土で、ローム粒を若干含み粘性が強し'04層黒褐色土でやや軟弱。 5層黒色土。 6層黒褐色

土で堅い。このように黒色土と黒褐色土が互層を成し、かつ急速な堆積状況を示す。

遺構は上面で 220x200 cmの隅丸方形を呈し、主軸はN-450-Eを示す。壁は 55cmの高

さをもち、全体的にかなりの傾斜で掘り込まれている。このため床面での規模は 180x170 cm 

となる。壁溝はカマドのある壁を除き認められる。カマドと対面して深さ 12cmの小穴が、ま

た南西隅には径 50cm、深さ 30cmの所属不明の凹みがある。

東北壁の北寄りにはカマドと思われる施設がある。これはいわゆるヘドロと呼ばれる田土で

作られた 40x50 cmのもので、壁に密着している。焼土は全く認められないが、精査の結果、

カマドに近似した形状を示すことがわかった。遺物はこの施設の上から出土した皿の他は、時

期の異なるものである。

.055A号跡(第27図)

調査区中央、 E03Gr.に位置する。 206号跡(古墳)墳丘下にあたり、大半は018号跡により破

壊される。

遺構は南壁のみ遺存し、高さは 20cmである。床面はB号跡上に、ローム塊を混入した黒色

土の貼床を敷きつめているが、全体に軟弱である。主柱穴は018号跡床面下より検出されたもの

を含め 4 本である。比較的小さな掘り込みだが、 いずれも深さ 55~60cmと深し〉。配置は

Pl-P2聞から順に 220cm、190cm、200cm、205cmとなる。住穴の位置などから推定して、

400x380 cmの隅丸方形で、長軸はN-400-W前後を示す。遺物はない。

.0558号跡(第27図)

055A号跡貼床下に位置し、018号跡により殆んど破壊される。遺存する南壁もわずか数cmに

過ぎず軟弱で、ある。原型に近いのは北東隅部分のみでこれによれば壁の高さ 20cm以上であ

る。 床は凹凸が著しく堅い面は確認できない。南西隅近くと思われる位置には径 45cm、深さ

53 cmのピットが、床面中央付近にも浅い凹みがあるが、ともに所属は明らかではなし〉。遺物

は殆んどない。

.056号跡(第27図)

調査区北東部、Bll・12Gr.内に位置する。その大半は057号跡により破壊される。

遺構の規模、平面形など不明でトある。壁は北側の一部が遺存するが高さ 10cmにも満たな
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遺構

い。床面は057号跡と同一面であるため、不明である。主柱穴と考えられるものは 2本である。

ともに小形で、深さは 25cmと浅い。その覆土はローム塊を含む褐色土である。

炉(第37図)は057号跡の炉と重複していた。径 70cmの円形で、底面中央には楕円形の凹み

がある。火床は発達している。炉の位置は柱穴の配置から推定して、床面のほぼ中央と考えら

れる。

• 057号跡(第28図)

調査区北東部、 Bll・12・15・16Gr.内に位置する。遺構の中央を205号跡(古墳)周溝が走

り、同じく南西隅の上面を206号跡が走る。また北西部で027号跡を、北東部で056号跡を切って

構築された。

覆土は約 35cm程遺存する。 l層黒色土。 1層より黒味がかる。 2層褐色土で、ローム粒を若

干含む。 3層褐色土でローム塊を多く含む。 5層黒色土でローム粒多く含む。

遺構は 700x600 cmの四辺ともやや胴の張り出す隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN

250-Wを示す。壁は 30~40 cm、垂直に掘り込まれる。床面は全体的に硬質で、土間様の堅

面の拡がりは柱穴内側をはるかに超えてみられる。主柱穴は4本とも確認できた。いずれも上

面径 45~50 cmの円形を程すが、底面では長軸で 25cmの楕円形となる。深さは 65x70 cm 

で南側の 2本はロート状に掘り込まれる。その配置はP1がわずかに内側へず、れるためか、 Pl

~P2聞から順に 290 cm、350cm、320cm、320cmの不整な台形となる。 Psは長軸上(指数0.59)

にあり深さ 22cmと浅い。南壁直下にわずかに離れて、径 45cm、深さ 10cm f呈のP6がある。

炉(第37図)は柱穴を結ぶ線上からやや内側(指数0.68)で、東に寄って作られる。径 65cm

の円形と思われ、浅いが、火床は 5~7cm 焼化し、かなり発達していることがわかる。

遺物は規模の大きさや、覆土の遺存が良いにも拘らずあまりみられなし〉。とくに北側では皆

無に等しい状態である。 1は南側の床面からやや浮いて、 3mの範囲に拡がって出土した。他

も覆土内からの出土で、本跡に伴うものはないと考える。

.058号跡(第29図)

調査区北西端、 A02・03・06・07Gr内に位置する。北壁および遺構の中央上面を203・204

号跡(古墳)周溝が走る。覆土は暗褐色の砂質土を主として、下層では焼土粒を若干含む。

遺構は推定で 410x370 cmの隅丸長方形を呈し、長軸の方向はN-380-Wを示す。壁は遺存

の良い西壁で40cm程垂直に掘り込まれる。床面は全体に硬質で、柱穴内側はとくに土間様と

なる。しかし p ，から北隅にかけては 10~15 cmも凹み、床面全体の傾斜もここに集中するよ

うである。主柱穴はPh P2が径 20cm弱、深さ 50cm、P3が径 25cm、深さ 55cm、P4が

長さ 35cmの楕円形で、深さ 40cmとまちまちである。その配置はPl-P2問、 P4-Pl聞が

170 cm、他は 180cmのほぼ方形となる。 Psは長軸上(指数0.64)にあり、わずか 15cmと浅
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遺構

いが、外方へ傾斜する特徴を有す。

炉(第37図)は柱穴を結ぶ線上わずかに内側にある。 85x60cmの楕円形で、底面中央には柄

鏡状にさらに凹みがみられる。掘り込み全体は浅いが、火床はかなり発達している。炉の北縁

には深さ 7cmの凹みがある。

遺物は比較的多く出土した。これらはいずれも床面に近い位置を保ち、このうち図示した殆

んどは床面密着の状態である。炉の北西側には 5が横倒しのまま押し潰され、その中からは 7

が検出された。またこれらの周辺から 2・3が出土し、 12は水平に置かれていた。 8は恐らく

直立のまま潰れたと思われる。 4 は炉内から出土のものに、 70~80cm離れた位置の破片が接

合する。また南壁から転げ落ちた状態で9・10が出土した。これらはいずれも本跡に伴うと考

えて大過なかろう。

.059A号跡(第29図)

調査区北西端に近く、 AllGr. pヨの059B号跡南東|璃部覆土内に炉の火床と思われる部分が検

出された。ただし、上面の削平等のため、他に施設は見当たらず、住居跡とはしがたい。

.059 B号跡(第29図)

A06・07Gr.内の204号跡(古墳)墳丘下にある。覆土は褐色土である。

遺構は 340x340cmの丸味の強い隅丸方形を呈し、炉の位置からみて、ほぽN-Sを示す。

壁はかなり傾斜をもち、軟弱で、ある。床面は柱穴内側に限って堅面が残り、全体には中央が盛

り上がり気味となる。また C号跡の覆土上に 5~7cm 程のローム、焼土粒を多く含んだ暗褐色

土の貼床を施している。主柱穴はPI・P2が径40cm、他は径25cm程で、深さはいずれも 30

cm程である。その配置はPI-P2聞から順に 150cm、165cm、160cm、180cmと一定しな

い。 PSは長軸上(指数0.46)にあり、深さはわずか 18cmしかない。炉は柱穴を結ぶ線上の中央

(指数0.5)にある。 55x45cmの卵形で浅いが、火床はかなり発達していた。

遺物は稀少で、唯一東壁下から出土した lが、本跡に近い時期のものであろう 0

・059C号跡(第29図)

B号跡内に検出された。覆土は l層褐色土でローム粒多く含む。 2層黒褐色土。 3層黒褐色

土でローム塊を含み粘性が強い。 4層黒色土である。

遺構は 275x250 cmの丸味の強い隅丸方形で、ほぼN-Sを示す。壁はA号跡床面をさらに

25 cm程掘り込んで、いる。床面は全体に比較的堅い。長軸上には深さ 25cmのPSがあり、明ら

かに外方へ傾斜する。炉(第37図)は北寄り中央(指数0.5)にある。 43x32 cmの楕円形を呈

し、浅い皿状の凹みとなる。火床は殆んどない0

・060.A.号跡(第30図)

調査区南西部、 H14・15Gr.内に位置する。 202号跡(古墳)周溝を切って構築されるが周溝調
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遺構

査の際一部を破壊してしまった。覆土は 1層黒色土。 2層黒褐色土。 3層黒褐色土で、ローム粒

を含む。 4層褐色土である。

遺構は 320x290 cm の不整な隅丸方形を呈し、長軸の方向はN-lf-E を示す。壁は 20~25

cm遺存し、やや傾斜をもって掘り込まれる。床面は中央部分にはB号跡の覆土上に作られた貼

床(5層でローム塊と粘土)がありこの部分はわずかに凹みとなる。西壁下中央には深さ 42cm 

のピットカfある。

北東隅壁を利用してカマドが作られる。長、幅とも 60cm前後で、黄灰色粘土が構築材であ

る。半分程を破壊してしまったため構造は不明だが、壁を切り込んでいないようである。カマ

ドの左脇には、流れ込んだ状態で、完形の坪(2)が出土した。

.0608号跡(第30図)

同じく 202号跡周溝内にある。その上面は調査に際して削平してしまっている。覆土は 6層黒

色土。 7層黒色土でローム粒を多く含む。 8層黒褐色土とロームで硬い。

遺構は l辺280cmの方形を呈し、カマドの位置から、主軸はN-W-Eを示す。壁は推定

で 50cm程掘り込んでいたと思われる。東~南壁にかけては直下に壁溝がある。 iVJ字形に

， 
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住居跡

掘られ、 10cm程の深さがある。床面は中央から東側には古墳周溝底面を埋め戻したローム塊

主体の貼床(9層)がみられ、カマドを中心に堅い面が遺存する。カマドに対面して南壁下に径

15 cm、深さ 16cmの小穴が、また南西隅には深さ 7cmの凹みがある。

北壁中央にはカマドがある。良質の黄灰色粘土を主構築材とし、壁を円形に大きく掘り抜い

て作られる。現状で長、幅とも 90cmを測る。袖の内壁や火床はかなり発達していた。燃焼部

は長 40cm、幅 30cmて¥両袖とも基部での幅は 30cmである。

• 061号跡(第31図)

調査区北端付近のA12・16Gr内に位置する。東側で062、063号跡を切って構築され、南側

の一部は東、西に走る根切溝で破壊される。

覆土は約 40cm程遺存する。 1層黒色土。 1'層粘土を若干含む。 2層黒色土で、ローム粒・

焼土粒を多く含む。 3層暗褐色土でローム粒を多く含む。 4層黒色土で粘土を多く含む。 5層

黒色土で炭化粒を多く含む。 6層焼土・ロームの堆積。 7層褐色土と炭化材である。 1層を除

き、人為的な土捨の投棄と考えられる。これとともに床面からは多くの炭化材、焼土、わら灰

などが検出された。とくに北隅や、南壁下にこれらが多い。ともに火災の痕跡である。

遺構は 520x490cmの方形で、長軸の方向はN-350-Wを示す。壁は 40cm程ほぽ垂直に

掘り込まれ、壁面は縦の小溝がいたるところにみられる。壁下には iVJ字形に深く、狭い壁

溝が全周している。床面は壁周辺を除き、土間様の堅面が拡がり、余り火災の影響は認められ

ない。主柱穴はいずれも径 40~50 cm の円形で、深さ 70~80 cmで、ロート状に掘り込んで

いる。その配置は P4~Pl間で 230cm、他は 220cmとほぼ方形となる。 PSは長軸上(指数0.3)

にあり、深さ 25cmで、やはり外方に傾斜する。

カマド(第38図)は北壁中央に、壁を三角形に切って作られる。構築材は黄灰色粘土に山砂

を混入したもので、粘性があるが、天井の一部にはロームを混ぜた不良材も用いられる。構築

の際、床面を 90x75 cm、深さ 15cm程掘り込んで、いる。袖はこの掘り込みの斜面から積み上

げられ、燃焼部下にはローム塊と粘土を埋め込んで基礎を作っている。燃焼部は径 45cm程の

円形に近く、下面にはかなり発達した火床が残る。煙道入口は 35x15 cmの楕円形を呈し、上

部は部厚な天井で保護されている。煙道は下部で550、上部で75。の上昇角度をもち、煙出口は小

さし〉。

遺物の多くはカマド右脇から一括して出土した。大形の聾(2)は上部が壊された状態、で横転し、

その奥に甑(5)が横たわる。鉢(4)は、それらより 30cm程右寄りに斜めになって出土した。坪14

個は聾と鉢の聞に殆んど正位のまま検出されたが、その状態からして 3~4 個が重なったまま、

埋没したと考えられる。聾(1)は左脇 30cmの所に、さらに 30cm離れて甑(6)が横転する。ま

た、東壁南寄りには床面に密着して土製勾玉が5個出土した。これらは明らかに本跡に伴うも

。F臼
p
h
d
 



霊22 f電'C_.L:.- r~9竺芳ア 察当三
コ・一 一・コ

問 :0司

i i / / i 
F→ 
にCCコ

/ ~" ，-， V A 1111 ~ 、、/

/⑬〆ノ。/

7 j¥" 
λ;' '1 -'コ ∞-(' (( / P 

問

市!二二j
亡〉

/!円l

E匂 ぷコ g国-

時

画{

/ 
Jコ

/ 

同

第31図 061号跡実測図

q
J
 

E 

UIIIIIIIIIIIII 

れ』

. 川
よコ

Eコ



住居跡

のであり、他の土器(18・26など)も加わる可能性がある0

・062号跡(第32図)

A12・B09Gr.内に位置する。東側は205号跡(古墳)周溝や、根切溝で、南側は061号跡で破

壊される。

遺構は長軸600m前後の楕円形を呈すと思われる。壁はわずかに遺存する部分もある。床面は

比較的軟かく、全体に小さな凹凸がある。主柱穴は径 25~30 cm の円形で、深さ 55~95 cmと

一定しなし〉。配置は最も深いPlを中心に、 245cm、205cm、250cm、235cmとなる。炉は床

面中央にあり、径 80cm、深さ 6cm程の浅い凹みである。

遺物は少なく本跡に伴うと断定できるものはないが、南隅の 1・8や、西部の 2などは廃棄

直後の混入品と考えられる。

.063号跡(第32図)

A12 Gr.内に西壁部分をわずかに残すに過ぎず、大半は062号跡に破壊される。

西壁から推定すると l辺360cm以上の隅丸方形の可能性がある。壁の高さはわずか 10cm 

である。床は軟弱で、図の破線内のみ遺存する。主柱穴は 2本確認できたが、径 15cmに満た

なし川、穴で、ある。炉(第37図)は柱穴を結ぶ線の外側にある。径 50cm、深さ 3cmの浅い凹

063 ぷコ. 
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みであるが、火床は全体に発達している 0

・064号跡 (第33図)

遺構

調査区中央付近、E01・05Gr.内に位置する。その殆んどを20い 024・023号跡で破壊され

る。

平面形、 規模など全く不明で、壁も南側に 15cm程遺存するに過ぎなし〉。床面は破線の範囲

で堅面が確認された。主柱穴と思われるものはないが、024号跡内に復元すると深さ 70cmの

ピットがある。 PSと考えられるものは深さ 18cm、P6は径 55cm、深さ 20cmを測る。炉は

長さ 80cmの楕円形と思われる。深さ 10cmで、火床は殆んどない。

遺物はP6周辺に 1個体分出土したが、本跡に伴うと考える。

• 065号跡 (第33図)

調査区南東端、K01Gr.内に位置する。 001号跡南東隅にあり、殆んど消失する。覆土は黒色

土でローム塊を多く含み、床面上には焼土がみられる。

遺存する西隅から方形であることがわかる。壁下には壁溝も一部みられるが、床は軟かい。

床に接して高坪(1)が出土する。

.066号跡

F02 Gr.内に完全に削平された遺構が検出された。恐らく 009、010号跡に切られると考えられ

る。 主柱穴は径 20cm、 深さ 20~25cmと小さし迫。 3本の配置は 170cmの方形である。炉は

径 50cmで、火床は殆んどない0

・067号跡 (第33図)

調査区北西部、A15Gr内に位置する。南、北とも201・204号跡(古墳)周溝に切られ、さら

に大木の根により南半を破壊される。覆土は褐色土で山砂を含む。

遺構は短軸で420cmを測り、形状は楕円形を呈すと思われる。長軸の方向はN- 50-Eを

示す。遺存の良い北東隅では 45cm程傾斜をもって掘り込まれている。床面は土間様の堅織な

面を検出できた。主柱穴は 4 本確認できた。平面の形は各々異なるが、 径 30~35cmで、深さ

はP165 cm、P2 80 cm、PI-P2問、P2-P3聞が 220cm、他は 230cmの方形となる。 P5

はその底面のみ確認された。

炉(第37図)は柱穴を結ぶ線上中央に位置する。 95x55 cmの細長い形で、底面北寄りには

さらにわずかな凹みがある。火床は全体に発達し、 5~7cm 焼火する。なお炉内に深さ 35cm 

のピットがあるが、所属は不明である。

遺物は少なく、本跡に伴うものはない0

.068号跡

調査区南東、J02・03Gr.内に完全に削平された遺構が検出された。残るのは柱穴3本と炉で

- 55 -
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住居跡

ある。柱穴は径 20~25 cm で、深さ 30~40cmを測る。配置は炉を中央に置く側が 280cm、

他は 140cmと特異でトある。炉は火床をわずかに残すのみである。

.069号跡(第34図)

調査区北西部、 A10Gr.内に位置する。東壁の一部を059号跡に、西壁は204号跡(古墳)周

溝に破壊され、北西隅は台地縁辺にあたる。覆土は暗褐色土で、下層には焼土粒が若干混入す

る。

遺構は径 550cm 前後の円形に近い形状と考えられる。壁は南側で 25~30cm程垂直に掘り

込まれる。床の堅面は炉の周辺を除いて環状に認められ、全体に凹凸が著しい。主柱穴はいず

れも径 20cm に満たなし川、さなもので、深さは 45~50cmと、垂直に掘り込んでいる。その

配置はpj-P2聞から順に 220cm、195cm、225cm、185cmと一定せず、やや菱形の配列で

ある。PSは長軸上の南壁下(指数0.8)にあり、深さ 30cmを測る。 P6は南壁から 50cmも

離れた位置にあり、 70x60cmの楕円形を呈す。深さは 25cmで、一部はさらに 20cm程窪

んでいる。またP3-P4聞には深さ 28cmのピットもある。

炉(第37図)は床面ほぽ中央(指数0.93)にある。 80x65cmの卵形を呈し、深さは 6cmに

過ぎない。底面には不整形の小穴は縦列し、火床は余り発達していない。

遺物は覆土中に散在するものが多い。 1は南東隅に横転して出土し、 2、3も本跡に伴うか、

その直後の流入であろう。

.070A号跡(第34図)

調査区南西隅、 L02 Gr.を中心に位置する。 3軒の重複のうえ、上面もかなり削平されてい

た。遺構は東西に長い偶丸方形で420x350cmと推定される。壁高は平均 10cm、床面にも堅

壁はみあたらない。西壁寄りに外方に傾斜する深さ 70cmの柱穴がある。

.0708号跡(第34図)

重複のうち最も新しい住居跡だが、炉を中心に焚火様の撹乱がある。覆土は暗褐色土で、ロー

ム粒を含む。遺構は 450x365cmの隅丸長方形を呈し、主軸はほぼN-Sを示す。壁は垂直

で、最高 16cmに過ぎない。床面は凹凸があるが、余り踏み固められていない。柱穴はいずれ

も径 25cm前後の小穴で、深さはPlから順に 40cm、57cm、25cm、30cmと不定である。

その配置は東、西が 215cm他は 175cmである。炉に対峠して外方に傾斜する深さ 35cmの

小穴、南壁東寄りに円形の深さ 20cmの凹みがある。炉は揖乱内に径 45cmの火床痕が残る

のみである。

遺物は小片に限られ、本跡に伴うと断定できるものはない0

・070C号跡(第34図)

A号跡東に拡がる床の壁面がこれに当たるが、他に付帯する施設は確認できなかった。

巳
d



d-竺三 006 

:=--0 (j ，..;; 

007 

空竺竺-~三三 009 

三三当戸三三

ー・

011 

三主唱Il&ilO ..L三
014A 

第35図炉集成図 (1)

- 59-

.主E早』←.ー-二

015 

竺=込- ~主主
017 

三三当......_~竺主
022 

士三"""-- "主~主

竺~ー~三竺
025A 

m
 

-

-



026 

で=・....._ __ _.F  

一一一ー一 027 

¥ 

三三』

三三主主』ー

¥
⑮
 

主主主雪ー← ~竺三三

041 

丘三三 029

三三← 士ご 042

第36図炉集成図 (2)

60 -

==、- -~ー竺竺竺士三士

="-ー ~竺士士

035 

三三竺』
i36 

一、- ~ 
039 

I m 



I 
・国-三三三

046 

051 

。/

三三三 059C

第37図炉集成図 (3)

ιu 

058 

ど/⑮
063 

¥ 

069 



E 

¥ 

Cコ

第38図 カマド集成図

n
h
U
 

)
[
市
町
。

-v

一円。



遺構

2項古墳跡

・201号跡(第39図)

調査区北西部、 DllGr.を中心として約1.2m の高さの土盛りが残っていた。調査の当初単

なる塚と考えたが、トレンチに古墳の周溝跡が検出されたため、墳丘の一部の可能性がでてき

た。墳丘は全体の4分の lにも満たず本来の形状は不明である。

墳丘断面の層序は極めて単純で、真黒色の旧表土上に、 a層(暗褐色土でローム粒若干含む)

を周囲に盛り上げ、中央にb層(暗褐色土とローム塊)、その上にC層(暗褐色土)を載せてい

る。墳裾から周溝までの聞は幅2m程の「テラス」があったと思われるが、現状では北側のみ

に残る。

周溝は、西半分を欠くが、その外縁で径20.5mを測り、平均して幅 2m、深さは北側で 60

cm、南側で 40cmであり、全体に北側に傾斜する。周溝の覆土は 3層に分かれる。 1・2層

とも黒色土で、下層で粘性を増し、 3層は暗褐色土である。内部施設は不明である。

遺物は極めて少ないが、北側西部の台地傾斜により消失する直前の周溝内にわずかに浮いた

状態で、集中して出土した0

・202号跡(第40図)

調査区南西部、 H・1Gr.内に位置する。 201号跡を除く他の古墳跡同様、周溝のみ遺存するに

過ぎない。

周溝は外縁で直径 26cmと本古墳群中最大である。幅は平均2.5mであるが、西側で幅を増

し最大3.5mを測る部分もある。検出面での比高差は殆んどないが、北に向って 20cm程傾斜

するため、北側中央付近で深くなる他は 50cmに満たない。周溝の覆土は l層暗褐色土。 2層

黒色土でやや粘性に富む。 2'層ローム粒を若干含む。 3層黒色土とローム粒の混合土で、全体

にしまりのある土層となる。遺物は破片が相当量出土するが、殆んど住居跡の破壊に際して流

入したもので、本古墳に伴うと思われるものはない。

.203号跡

調査区最北端、AGr.端に位置し、周溝全体の6分の l程度がかろうじて残るに過ぎない。

古墳周溝であると考えたのは、位置的な点と、覆土が真黒色土であった点で、その規模 ・形状

は明らかでない。

.204号跡(第41図)

調査区北端のAGr.内に位置し、西半分は台地傾斜により消失する。

周溝の外縁で直径14.5mを測り、周溝の幅は1.2~1. 8m と一定しなし〉。断面の形状も iUJ

字状から iVJ 字状に変化し、深さは 40~50cmである。調査前の現況は神社地で、神木数本
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古墳跡

があったため、根による撹乱がとくに著しい0

・205号跡(第41図)

調査区北部、 BGr 内に位置し、北側は台地傾斜により消失する。周溝の外縁で、16.5mを測

り、 l幅は平均して1.5mである。周溝の断面は箱形で、全体に深く、とくに東側では 50cm以
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遺構

上となる。覆土は 1層黒色土。 2層黒色土でローム粒を含む。 3層褐色土である。本跡に伴う

遺物はない。

.206号跡(第42図)

調査区中央、 EGr.内に位置する。本跡は重複する住居跡よりいず、れも新しいが、周溝が浅い

ため、南および北西部分でやや不明瞭である。周溝の外縁で直径12.5mを測り、幅は平均して

1mに過ぎなし3。周溝の断面は皿状を呈し、深さは 40cmに満たない。覆土は 1層暗褐色土。

2層黒色土でローム粒を含む。 3層暗褐色土でローム粒を多く含む。遺物は殆んどない。

.207号跡(第42図)

調査区東半、 F・JGrにまたがって位置し、東側では101号跡に切られ、 208号跡とはわずか

70 cmと近接する。また西側の一部は調査中の排土搬出路のため破壊してしまった。周溝の外

縁で直径15mを測り、幅は平均して1.2mである。深さは一定でないが、北側で約 20cm、西~南

側で30cmと浅い。覆土は 1層暗褐色士。 2層黒色土。 3層黒色土でローム粒を多く含む。 4

層褐色土でローム粒を多く含む。遺物は殆んどなし〉。

.208号跡(第42図)

調査区東端に約4分の l程遺存するに過ぎない。周溝の外縁の規模は推定で16mを測ること

ができる。周溝の幅は平均して2mで、皿状を呈し深さは 40~50 cmである。覆土は 1層暗褐

色土。 2層真黒色土。 3層黒色土でローム粒を含み、粘性に富む。遺物は北側の遺存部端に集

中するが、いずれも底面よりやや浮いて出土している。

.209号跡(第43図)

調査区西南端、 LGr.内に位置する。西半分はすでに消失し、北側も浅く不明瞭で、ある。周溝

はl辺15.5mの方形にめぐり、幅は 80cmにも満たない。断面は基本的には箱形を呈し、深さ

は平均して 25cmである。覆土は 1層暗褐色土。 2層黒色土。 3層黒色土でローム粒を多く含

む。遺物は東南隅付近の覆土内に土甘1点が出土するのみである。
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土嫡

3項土 横

・101号跡(第44図)

調査区東部中央付近、FGr内に位置し、207号跡周溝を切っている。上面で径 260cmの正

円形で、垂直に約 180cm掘り込んでいる。覆土は1層暗褐色土で黒色土を若干含む。 2層ロー

ム粒と暗褐色土。 3層ローム ・ローム塊。 4層暗褐色土。 5層ローム粒、ローム塊と黒色土。

6層暗褐色土でローム粒若干含む。 6'層やや赤色気味。 7層真黒色土。 8層黒色土とローム

粒。 9層褐色土でローム粒を含む。 10層褐色土とローム粒。 11層黒色土と暗褐色土。 12層褐色

土である。 土層は全体に軟弱で下層は粘性に富む。 9・10層の上面に炭化粒が多くみられ、最

下部には2面の堅い面がある。

• 102号跡

006号跡西壁に接して位置し、上面には同跡の貼床がみられる。長軸 280cm、短軸 120cm、

深さ 70cmの長楕円形の土墳で、褐色土が充填していた。

• 103号跡

207号跡南端に位置し、 150x70 cmの長方形で、深さは30cm程である。壁面は垂直で、覆

土は暗褐色土でローム粒を多く含む。

• 104号跡

051号跡北西隅に位置し、200x 100 cmの長方形を呈し、深さは 40cm程である。覆土は黒

色土と暗褐色土の混土である。

• 105号跡(第44図)

調査区中央、EGr.内に位置し、一部分は202号跡周溝を切っている。土塘の周囲は崩れ、本

来の規模は l辺270，，-，280cmの正方形を呈すと思われる。壁面は縦の凹凸が著しく 、深さは 140

cm以上であったろう。覆土は1層暗褐色砂質土。 2層暗褐色土でローム粒若干含む。 3層黒色

土でローム粒若干含む。 3'層より黒気味。 4層ローム塊。 5層暗褐色土でローム粒を含む。 6

層暗褐色土でローム粒含む。 7層暗褐色土。 8層暗褐色土でローム塊を多く含む。 9層暗褐色

土でローム粒、ローム塊を若干含む。 10層真黒色土。10'層ローム塊を含む。 11層真黒色土でロー

ム粒を含む。埋没初期にローム壁の崩落がみられるが、その後は比較的長期にわたり自然堆積

したと考えられる。
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住居跡

1項住居跡

・001号跡(第45図)

3節遺 物

lは婆で口径 160mm、胴径は中位で 174mmを測る。外面は縦へラナデ、内面は横へラナ

デで比較的荒い。 2は士甘で口径 108mm、器高 100mm、底はわずかに平底を呈す。頚は「く」

字状に聞き、押し潰れた球形胴となる。外面はへラ削りののちへラナデを施し、全体に丁寧な

造りである。外全面と内頚部まで赤彩される。 3は脚台付の柑である。士甘は口径 88mm、器高

70mmで、短かい口縁は丸味をもって外轡し、胴は歪んだ球形となる。脚は高 72mm、底径

123mmで、筒状の脚に、平らな円盤が付く。外面はへラナデで仕上げられる。 4は杯形を呈

す口径 118mmのもので、外面へラナデである。 5はやはり坪形でおそらく脚台が付く。坪部

は直立する口縁(径 85mm) と皿状の盤(径 126mm)に分かれ、荒いへラナデを施す。

6~11は高杯である。 6 は大形の杯部のみで、平に開く口縁、直立する身部、これを受ける

円盤状の底部とに分けられる。口径 224mm、受部 163mmである。外面はへラナデ、内面は

指頭で強くナデている。 7もこれに同類で、円面は磨かれる。 8は口径 154mm、底部 110

mm、全高 120mmである。坪部は退化した受部と、大きく外反する口辺部からなる。脚は末

広がりのまま、底部でめくれ上がる形となる。脚は丁寧なへラナデ、坪部もナデのようである。

外全面、坪内面が赤彩される。 9も同類で口径 171mm、外面のみ赤彩が認められる。 10は口

径 209mm、底径 140mm、全高 144mmの大形品である。坪部は底から大きく外反し、口唇

はつまみ上げられたように鋭くなって、内面に段を残し、外面もナデのため沈線様の痕跡が認

められる。脚は筒状となり、裾は平らに聞く。脚はへラナデ、坪もナデであろう。また脚の一

個所には焼成前に透し孔を穿とうとした痕跡がある。 11も10に同類の脚である。 12は粘土紐巻

上げの鉢形品で、指頭による整形ののちナデて作られる。

13~21は土玉である。いずれも直径 26~28mmで、手で担ねて作られ、孔は一方向から穿

たれる。かなり密な胎土で、良く焼けている。 22は紡錘車で、径 40mm、厚 15mmの盤状を

呈し、表面は撤密な磨き仕上げを施す。

.002号跡(第47図)

1は薯である。口径 127mm、頚径 94mmで、口辺はゆるやかに開く。口唇は横からのへ

ラ先刺突が施され、小波形を呈し、地に縄文が成される。 3も縄文地で、大形の聾か。 2は斜

イ立のハケナデである。
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住居跡

・003号跡(第47図)

1 • 2ともに上位を欠く聾である。 1は残存高 400mm、胴径 382mm、底径 86mmを測

る。粘土帯による輪積成形で、肩部以下に縄文を施す。 2はやや小さめであるが、器形、文様、

胎土等酷似する。

.005号跡(第47図)

Iは細頚査片で、半裁竹管による横走文数条が認められる。 2・3とも広口の査となろうか。

2は3条櫛で8条以上の横走文を描き一部には縦区画もみられる。変型の重四角文とも思われ、

胴は縄文地である。 3も3条櫛により、 頚部に上弦連弧文、胴部に重四角文が施される。

.006号跡(第47図)

1 • 2とも扇平球胴形の聾か。 lは頭部に口辺帯の痕跡があり、地は羽状縄文となる。 2は

肩部に数条のS字結節文がめぐり、地には付加条縄文を施す。 3は細頚査の肩部で、羽状縄文

が認められる。 5は直径 62mm、厚 25mmの紡錘車で、表全面に縄文が施される。 6は安山

岩質の擦り石で、図の下端および左右両脇にその痕跡を残す。

.007号跡(第48図)

1は球胴形の聾で、口径 190mm、胴径 221mmを測る。口辺は短かくわずかに湾曲して開

く。外面は 6~7本単位のハケによる荒いナデで、内面頚部にはへラナデが残る。 2 . 3 は"炉

器台"である。2は器高 133mm、頭径 68mm、底径 l07mm、3は同じ く、120mm、67

mm、l03mmを測る。扇平な球形を呈す頭部と、末広がりの脚部からなり、外面および脚内面

は 5~6本単位のハケによりナデツケられる。ともに表面は被熱のためやや荒く、脆い。 3 の

内部中央には身、脚相方から篠竹による穿孔がみられるが、貫通しない。 4は器台である。器

高 85mm、口径 92mm、底径 l06mm。受部は口縁が直立し、内縁に段を有す。脚は太く末

広がり、中間に 4つの透し孔がある。外面にはへラナデの痕が残る。

.008号跡(第48図)

1は属平球胴形の聾で、胴径 180mmを測る。頚径 143mmでゆるやかに立ち上がる。肩

部にS字結節文を施し、地は縄文である。 2もこれに近い器形と思われ、地はやはり縄文であ

る。 3 は鉢または広口査か、 6~7条の櫛により口縁から頚にかけて縦区面、小波文を描き、

同工具で口唇には刺突がなされる。推定口径 160mm以上であろう。

.009号跡(第49図)

1は査である。口径 183mm、頚径 lOOmm、胴径 270mmで、現存器高 220mmを測る。

頚は直立に近く、口辺で大きく聞き、口縁は稜をもって受口状となり、内縁にも段を有す。 口

縁には2本一対の榛状浮文が5個所に貼付され、その表面には棒様異による刻みが施される。

胴は下膨れの球形を呈し、頚部との接合部分には突帯をめぐらしている。外面の調整はハケに

一 76-



遺物

よるナデツケ、内面はへラ削りのままで、頚の内外ともその後に磨き仕上げがなされる。文様

は突帯と肩部下端に 4条櫛による連続刺突が施される。その中、すなわち肩部に同櫛により、

横走文3段、波状文 2段が描かれるが、いず、れも描き直しが行なわれたため、重なり合って 6

~7 条の痕がみられる。

2~4 も査である。 2 は口径 164mm、頚径 123 mm を測る。頚は「く」字状に聞き。口縁

近くより内脅する。肩部上端には低い突帯がめぐる。内、外とも強いノ、ヶナデが施され、外面

ではさらにへラ(? )ナデで仕上げられる。 3は球胴下半部で底径 92mmを測る。円、外とも

へラナデののち外面は磨き上げられる。なお表面全体に化粧粘土を塗付したようである。 4は

扇平球胴形を呈しやや下膨れとなる。胴のみの器高 165mm、胴径 192mm、頚径 73mmを

測る。外面は丁寧なへラナデ調整がなされる。 5・6は小形査である。 5は口径 91mm、頚高

56mmを測り、士甘形となる。調整はへラ、または指によるナデツケで、外面および内面頚部は

赤彩される。 6はゆるやかに聞く頭、やや下膨れの球胴形となる。肩部上端には竹管刺突がめ

ぐり、全体に丁寧なナデが施される。

7は器高 235mm、口径 193mm、底径 63mmを測る聾である。口辺は「く」字に聞き口
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造物

唇はひっぱり上げたように直立気味となる。胴は球形を呈し、底部はやや突出する。胴全体に

荒いへラ削りが施され、内面は指頭ナデのままである。

8 • 9は坪部が鉢状を呈す高坪である。 9は口径 230mm、坪高 70mm前後で歪みが著し

い。脚部は末広がって裾で大きく開く。裾との接合部には 12~13 mmの透し孔が4個穿たれ

る。被熱のためであろうか表面の調整は不明瞭だが、放射状のハケナデののち、 8と同様の磨

き仕上げがなされたと思われる。

.010号跡(第50図)

1は口径 245mmの広口査である。口縁には幅 16mmの帯をめぐらし、口唇に撚糸文を施

す。頚はゆるやかに聞き、頚下端にはS字結節文を配す。なおそれ以下には地縄文を施すよう

である。 2は朝顔形に大きく聞く小形査である。口径 170mm、頚高 38mm と特異な器形を

呈し、口縁には 17mm幅の帯がめぐる。口縁帯には紐縄文を施し、さらに口唇には縄文原体

を連続押捺する。頭部は中央に細縄文が横走し、地は撚糸文である。

3は口縁部を欠く聾である。現存高 240mm、頚径 156mm、胴径 208mm、底径 70mmを

測る。胴部は中から上半で最大となる長胴形で、底部は突出する。頚部には半裁竹管による 2

本一対の縦区画が四方に配され、その聞を横走文が 2~3 段めぐる。肩部には細縄文が施され、

さらに 2段のS字結節文がみられる。胴以下には間隔の粗い撚糸文が施され、単軸の表面の凹

凸もはっきりと表われる。内面はへラによるナデツケがなされる。

4は口径 182mmの聾で、輪積痕を思わせる幅広の口辺帯がめぐる。口辺帯は口唇からすべ

て縄文が施される。 5は小形聾で胴頚 116mm程である。肩部に 8条細櫛による小波文があ

り、その上端は櫛先による連続刺突でしめられる。地は付加条縄文が施される。 6• 7とも窒

の底部であろう。器形は異なるが、恐らく長胴形である。 6は地に細撚糸を、 7は細縄文をな

す。 3・6・?ともに底部に木葉の痕が明らかである。 8は口径 152mmの鉢で、口唇に指頭

押圧が、頚部に 3条櫛による縦条痕がなされる。

9は硬質砂岩で、図の表面中央のみに磨砕の痕跡がみられる。 10は細粒砂岩で、金属的な切

痕が随所に残る。 11も細粒砂岩やや軟質のもので砥石と思われる。 12は花闘岩の磨石で、図の

下端面のみに磨面がみられる。

• 011号跡(第51図)

1は細頚査の頚から肩上部である。地は丁寧なへラナデで、文様は半裁竹管による。頚部に

は2条一対の横走文が4段以上、肩部にーは下弦連弧文が2段まで認められる。 2は器形は不明

だが肩部文様帯が明らかである。少くとも 3段の磨消縄文による山形文を表わすかなり大形の

ものである。
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遺物

.012号跡(第51図)

1 • 2 とも扇平球胴形を呈すと思われる聾の細片である。 1 は肩部に 6~7 条の S字結節文

をめぐらし、地は反撚りの単節縄文である。 2は胴部中央の破片で、付加条縄文が羽状に施さ

れる。 3は底部片で、底部には細かい編みの敷物痕がみられる。

• 013号跡(第51図)

lは細頚査と思われる。外面はハケナデが施され、頚部の文様は5条櫛による縦区画と横走

文が描かれる。 2も同形の肩部片で、半裁竹管による渦巻文の下部が認められる。 3・4とも

聾であろうか。ともに胴部は反撚りの縄文が施され、 3の肩部には3条櫛による文様がみられ

る。 5は鉢である。全体にハケによる荒いナデののち、 3条櫛により羽状条痕が描かれるが、

表面に被熱の痕跡はみられない。

.014号跡(第52図)

1は口径 285mmの広口査である。口辺はゆるやかに拡がり、口縁で幅 25mmの貼付け帯
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住居跡

がめぐる。頚部は「く」字に近く肩部と接合するようである。口縁帯下端は棒様具による押捺

が連続し、その裏面には指頭圧痕が残る。口縁帯3条一対のS字結節文が3段みられ、頚部内

外の調整は横ナデののち縦の磨き仕上げのようだが、磨耗のためはっきりしない。肩部羽状縄

文がめぐり、下端をS字結節文で区画し、一部に円形浮文が貼付される。

2は特異な形の広口査である。やや歪みがあるが、平均して器高 366mm、口径260mm、頚

径250mm、胴径320mm、底径 125mmを測る。頚部は直立し、口縁には幅 15mmの帯がめ

ぐる。肩部との聞には接合痕が残り、これをへラ刺突により強化している。胴はやや上方で最

大となり、広い底部へとゆるやかに移行する。内・外の調整は不明で、仕上げには棒様具と思

われる磨きがかけられる。口縁帯には縄文が施され、下端はへラ先押捺による刻みが入る。頚

部は羽状縄文で埋められる。なお内縁部分は全面的に磨耗および剥離斑点がみられる。

3は器高 179mm、口径 186mm、胴径 180mm、底径 65mmの聾である。頚は全体に比べ

て長く、ゆるやかに聞く、胴は扇平球胴形を呈し、突出する底部が付く。口唇は棒様具による

上および外面横からの押捺のため波状を呈す。外面の調整は横ナデ、横へラナデののち胴上半

は縦へラナデを施し、胴下端はへラ削りを行なう。内面も横ナデ、横へラナデされるが、胴部

は磨耗し不明で、ある。 4は肩の極端に張り出す特異な器形で、底部に焼成前の穿孔がみられる。

現存高 165mm、肩径 194mm、底径 72mmを測る。外面には縄文がまばらに施され、内面は

下から上へ磨き上げられる。 6は小形品で外面撚糸文、底部に木葉痕がみられる。

5は小形査であろうか。口縁帯を有し、縄文が施され、口唇にも同じく原体の押捺がなされ

る。頚部は 3条櫛による 2条一対の縦走文がみられる。推定口径 140mmか。 7は口唇にへラ

先刻みが施された高坪形の土器である。

.015号跡(第53図)

1 • 2とも査の口縁と思われる。ともに口縁貼付け帯を有し、帯状には細縄文が施される。

1は頚部にも羽状縄文が、 2は口縁下端に棒様具による刺突がなされる。前者は内面が、後者

は外面がともに赤彩される。 3は小形の査か。やはり口縁帯を有し、縄文が施される。頚部に

は竹管押捺の縦区画がみられ、かなり器肉の薄いものである。 4は底部に細編みの敷物痕が残

る。

5は紡錘車片、 6は安山岩質の磨石で、下端のみに磨砕面がみられ、側面は研磨される0

・016号跡(第53図)

Iは小形の細頚査である。現存高 202mm、胴径21lmm、底径 64mmを測り、やや下膨れ

の球胴形を呈す。胎土に砂粒が多く、器面は完全に磨耗するため調整は不明瞭ながら、へラナ

デののち外面は磨き仕上げされたようである。

2は軽石質の砥石と思われ、全体に面取りされている。

0
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造物

.017号跡(第53図)

1は胴径推定で 300mm程の細頚査の肩部分である。肩から胴にかけて少くとも 2段の羽状

細縄文が施されるが、原体の巻き付け方の違いか、文様の強 ・弱が交互に表われる。 2は口径

140mm前後の聾である。口辺はゆるやかに聞き、長胴形を呈すと思われる。口唇は上から俸

様具で押捺したため、小波状をなす。外面は丁寧な横ナデ、内面頭部には強いへラナデの痕が
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住居跡

みられる。

3は花闘岩質の磨石で、側面の随所に磨砕の痕が残る。

.018号跡(第54図)

1は大形の査である。現存高 312mm、頭径 115mm、胴径 362mmを測る。胴は扇平球形

口縁内部にもこの稜に口辺で鋭い稜がめぐる。で下方で強く張り出す。頚は「く」字に聞き、

対応する明瞭な段がみられる。胴の内、外ともハケ調整されるが、外面では肩部で縦、斜方向、

胴部で横方向に軽く行われ、内面では全体にはっきりとハケ自の残る程、強くナデつけられる。

2も査である。器高なお肩部には放射状とも格子目ともつかない赤彩による文様がみられる。

402mm、口頭 178mm、頚径 124mm、胴径320mm、底径7lmmを測るが、かなり歪みがあ

口縁から頚る。胴は丸味の強い長胴形で、頚は短かく口辺には 60mmの幅広の帯がめぐる。

にかけては幅広の磨き仕上げがみられる。胴以下は被熱のため磨耗が著しく、整形の際のへラ

4は器高口縁は「く j字に開く、

削りの痕がみられるのみである。

3は口径 197mm、胴径 234mmで、3 . 4は歪である。
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住居 跡

171 mm、口径 139mm、胴径 174mm、底径 60mmのやや長めの球胴形である。ともに被熱

のため器面が荒廃し、調整は明らかでない。 5は甑である。器高 125mm、口径200mm、底径

58mmの鉢形を呈し、口辺下に積上げの痕を残す。この口辺部は軽い横ナデのためハケ目が消

えるが、体部は強いハケナデが残る。内面は不明瞭で、あるが、恐らく磨き仕上げであろう。

6は器高 78mm、口径 136mm、底径 40mmの境である。被熱のため調整不明で、ある。 7・

8は器形の酷似する高杯である。 坪部は口径 170mm、164mmの深い形で、脚は円筒状をな

し、裾は比較的小さい。ともに表面が荒れているため、調整は明らかでないが、7は全体にへ

ラナデのまま、8はさらに磨き仕上げが施されているようである。

9 '"'-'33は土玉である。 9は径 37mmと大きいが、他は 26mm3点、27mm3点、 28mm

10点、29mm5点、30mm3点で、すべて完形品である。胎土は撤密で、明黄色を呈し、殆ん

どのものに黒斑がみられる。手によって丁寧に丸められ、一方から篠様の穿孔がなされる点な

どを含め、同時に作成されたことは間違いなかろう。この他に径 42mmの棒様刺突のある紡

錘車や、管玉状の土製品があるが、混入品と考えられる。

• 019号跡 (第55図)

1は口径 193mm、頚径 161mmの聾の上半部である。胴は扇平な球形を呈し、頚部はゆる

やかに内反し、頚部と口辺部の境に輪積痕のような段があり、幅 60mmの口辺帯を形成する。

口辺帯全体に縄文を施し、肩部には 2条のS字結節文を 2段めぐらし、さらにその上にこれを

くり返している。地は縄文である。内面上部はへラナデされる。

2'"'-'4とも口縁帯を形成する鉢形または小形壷と思われる。 2は全面的に細縄文を、3は口

唇のみに縄文を施し、4は荒いへラナデである。 3の口縁帯下端にはへラ先刺突が、4の口唇

にはへラ先押捺がみられる。 4は聾で全面細縄文が施される。

6は細粒軟質の砂岩で、分胴形の磨石、 7は軽石質の砥石で、金属的な切痕が残る 0

・021号跡(第55図)

聾の底部がある。底径 65mmで、胴部は球形を呈すと思われる0

・022号跡(第55図)

1は口径 173mmの聾である。全体に寸胴形を呈し、口縁でゆるやかに開く 、頚部の 15mm

幅を除き、口唇に至るまで縄文を施すが、交互に巻き付け方の強弱が表われる。内面はナデで

ある。 2は径 54mm、厚 23mmの紡錘車である。側面は平滑で4条櫛により横走文が描かれ

る。両平面は笠形にふくらみ、同櫛によって 5本の放射線が施される。

• 024号跡(第56図)

1は長胴窒である。器高 260mm、口径 168mm、胴径 190mm、底径 68mmを測り、やや

歪む。頭部は直立に近く、口縁で大きく外反する。肩部には明瞭な稜を有す。外面は上から順

- 86-
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住居跡

に斜め、縦、横の荒いへラ削りが施され、下部はとくに強い削りのため面取りされたままの状

態である。内面は横へラナデされる。 2は球胴形の小形聾である。器高 152mm、口径 143

mm、胴径 165mm、底径 58mmを測り、歪みが著しい。口縁は短かく、余り聞かない。外面

は胴中位まで、縦へラ削り、下部は横位にへラ削りされる。内面は頚部が横に、胴部は下から上

へかき上げるようなへラナデである。 3は大形の甑である。器高 222mm、口径 240mm、底径

80mmと下端で急にすぽまる。口縁は直立し、内縁のへラ削りにより鋭い口唇を形作る。内、

外とも荒いへラ削りで面取りされたままの状態がみられるが、内面はその後に下からへラナデ

ミヨミ~06
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遺物

調整される。

4~7 は坪である。 4 • 5は器高 45mmで、口縁が内反し、退化した稜を有し、底部は尖

り気味となる点で酷似の器形である。外体部は荒いへラ削りのままである。 6は器高 41mm、

口径 138mmの丸底で、口縁は直立するが、稜はみられない。外面はへラ削りののち、内面と

ともに磨き上げられる。 7は器高 50mm、口径 135mmの椀に近い器形で、底部のみにへラ削

りの痕が残る。

8は長さ 225mm、上径 52mm、下径 80mm前後の支脚である。へラにより面取りされた

ままで、かなり脆い。

これらは、中央床面出土の 7を除き、完形品であり、良好なセット関係を示す0

・025A号跡(第57図)

lは口径 250mm、頚径 135mmの広口査である。頚部は直立し、口辺から急に聞き始め、

口縁には幅 25mmの帯がめぐる。口縁帯のため口唇は iTJ字状となる。口縁帯上には縄文

を施し、その下端は棒様具押捺が列をなす。頚部は 2段のS字結節文、羽状縄文、竹管刺突列

が上下の文様帯を形成する。なお外面の無文部および内面にはあざやかな赤彩が認められる。

2は口径 170mm、頚径 130mmの聾である。口辺はゆるやかに聞き、肩部には輪積痕跡が

一段だけ残る。この痕の上には竹管刺突列がめぐる。口辱には縄文原体を転がして装飾する。

内、外の調整はへラナデのようであるが、器面の荒廃のため不明瞭である。 3も聾片であろう。

地に撚糸文を施す。

.025 B号跡(第57図)

1は小形の広口壷の口縁であろう。口縁から頚にかけて、 3条櫛の上弦連孤文が少くとも 3

段めぐる。 2も査の胴下半であろう。現存高 80mm、底径 60mmを測り、かなり長胴形を呈

すことがわかる。遺存する上端には半裁竹管により、 1重の四角文が連続するとみられ、その

いくつかには、中に ixJ印も描かれるようである。地は撚糸文であるが、一部荒廃のため不

明瞭であり、内面は最終的に簡単な磨きがみられる。

.026号跡(第57図)

1は細頚査の頚部分である。口径 125mm、頚径 92mmを測る大形品である。 044号跡出土

のものと比べ、口縁の聞きはゆるやかで、わずかに短かい。内・外の調整はへラナデにより、

口縁付近の3個所に3条のへラ書き三角文が描かれる。また肩部以下じは縄文が施される。こ

の他に手控ねのミニチュア土器や、径 30mmの土玉が出土した。

.028号跡(第57図)

2は細頚査の肩部破片である。半裁竹管による連続渦巻文が描かれ、文様下端から地の細縄

文が施される。 1は口径 118mm、推定器高 150mmの小形聾である。ほっそりとした長胴形
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住居跡

で、口縁はゆるやかに聞く。全体の調整は不明工具によるナデで、口唇には撚糸原体を転がし、

肩部以下の地は撚糸文である。

.029号跡(第57図)

1は査の肩部と思われる。頚部文様帯は細いへラによる格子文で、下端は横走沈線で区画さ

れる。肩部は無文で、下部以下に地縄文が施される。本遺跡でも唯一の文様である。 2は聾片

であろうか、地縄文がみられる。 3は壷の底部と考える。底径 90mmで、木葉痕が明らかで

ある。全体にへラナデ調整されるが、外面は面取りのような凹凸が残ったままの状態を示す0

.030号跡

わずかな破片から考えると、古式土師器の椀のような土器が含まれるようである0

・031号跡(第58図)

1は現存高 145mm、口頚 220mm前後を測る鉢である。頚、胴の区別なく円錐状に聞く。

口唇は外横からの指頭押圧を受け、痕跡の右端には爪痕も残る。内 ・外とも荒いノ、ヶナデがな

され、内面下半はさらにへラナデされる。

2~4 は恐らくは細頚査の破片であろう。 2 は胴上部片で、半裁竹管による連続渦巻文、 3

も同部位で、同工具によって 5~6 段の連続山形文のような文様を描く。 4 は胴下半で撚糸文

を地文とする。 5は聾片であろうか。地縄文がみられる。

.033号跡(第58図)

1は推定口径 75mmの口縁部片である。幅 40mmの口縁帯には、口唇を含めて縄文が施

される。 2は広口査の口縁であろうか。口縁帯上には細撚糸文がみられる。 3は聾肩部片であ

る。 S字結節文2段以下は細縄文が地文となる。 4は中央で結束して羽状縄文をなす破片で器

種は不明である。

.034号跡(第58図)

1は細頚査肩部片で、 S字結節文が2段まで認められる。 2は広口査であろうか、 5条櫛に

より、重四角文の変型が描かれる。 3、4とも底部であるが器形は明らかでない。 3は底径 118

mmで木葉痕が残る。地文は縄文でその下端にはS字結節文がみられる。 4は底径 70mmで、

やはり木葉痕が残る。外面には羽状縄文が施される。ともに内面はへラナデされる。 6は底径

110、脚高 68mmの高杯である。裾には貼付帯をめぐらし、縄文を施す。脚部から坪部にかけ

て全体を磨き上げている。坪部は恐らく鉢形となろう。 5は手担ねによるミニチュア土器であ

る。

.035号跡(第58図)

1は査である。現存高 140mm、胴径 135mm、底径 53mmを測る長胴の小形品でトある。全

体にへラナデ調整され、縄文が施される。胴の中央付近には原体の結び目がみられる。かなり

← 90一
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住居跡

突き出た底部には木葉痕が残る。 2は壷肩部片で、磨消縄文を沈線区画する。文様の形状は不

明だが、「ハ」字または楕円形を呈すと思われ、無文部は赤彩される。

3は聾肩部片であろう。 9条細節により縦区画と横走文数段が描かれ、胴には撚糸文が施さ

れる。 4は鉢である。口縁帯上に羽状縄文がみられる。 5も鉢または高坪とも思われる。 3条

櫛により少くとも 3段の横走文をめぐらす。

6は径 44mm、厚 30mmのずんぐりした造りの紡錘車で、表面はへラナデ調整される。ま

た図の他にも径 55mm、厚 27mmの半欠紡錘車が出土している。

.036号跡(第59図)

1は細頚査の頚から肩部にかけての破片で接合しないが、土器の観察から同一個体である。

工具には先の乱れた半裁竹管が用いられ、頚部に 2条3段以上の横走文が、肩部には稚拙な連

続渦巻文が描かれる。 5も他の例から同類の査底部と考える。胴全体に撚糸文が施され、底部

には敷物痕が残る。

2・3は小形広口壷である。 2は口径 143mm、頚径 108mmを測る。半裁竹管により、頚

部には 6段の上弦連弧文を、胴部には 5重の重四角文を描き、四角内側には iXJ印がみられ

る。胴部は小破片のため単位は不明である。 3も2と同様の文様構成である。

4は底径 74mm で、内外および底部までへラナデされる。 6は聾口縁部であろうか。口縁

帯はハケナデされ、口唇は外縁からの棒様具押捺、下端はへラ先刺突列が施される。

.037号跡(第59図)

1は底径 70mmの底部で、木葉痕が残る。地文は撚糸文で、内面はへラナデが施される0

・039号跡(第59図)

1は細頚壷の頭部で、頚径 103mm以下である。外面は丁寧なハケナデが施され、頚部下端

に縄文がめぐる。肩部には同種の縄文による山形文のような痕跡がみられる。 2も同一類で、

縄文が2段横走する。

3は肩部が%程遺存し、胴部はxo程の破片だが、底部とともに同一個体と考えて間違いな
い。復元すると器高 410~430 mm、胴径 310mm、底径 90mm前後の大形細頚査と考えられ

る。文様は 3条櫛により、肩部上端には 2段の横走文を描く。肩から胴にかけては同工具によっ

て5重四角文を施し、最も中側には縦線1本を入れるが、下端の横走区画は認められない。胴

下半の地文は撚糸文である。

4~6 は細頚査の肩部片である。いずれも連続過巻文の一部であるが、 4 . 6は半裁竹管に

より、 5はへラ書きである。 7は広口査口縁であろう。口縁帯を有し、 6条櫛描きの 2本一対

の縦区画と、横走する 2~3 段の小波文が施される。 8 は撚糸地文の聾片で、頭部には 3 条櫛

描きの文様がわずかにみられる。 9は器肉の厚い鉢で、 7本細櫛により縦走文が描かれる。

- 94 -



遺物

.040号跡(第60図)

lは口径 180mmの長胴聾である。短かい口縁部はわずかに立上がり、口唇で受口状とな

る。外面は上半が縦位、下半が横位の荒いへラ削りで、内面も荒い指頭横ナデにより調整され

る。他の土師器聾に比べ、器肉が厚く 、粗雑な造りである。

2は丸味の強い深い器形の坪である。口径 128mm、器高 51mm、底径 52mmを測る。底

部は回転糸切り離しで、体端を含め無調整で、内面は丁寧な磨き仕上げである。他に大形の広

底聾の底部片などがある。

3は長さ 170mm、上径 70mm、下径 1l0mm の扇平な支脚で、かなり硬く焼き上げられ

る。 4は硬質砂岩質、5は細粒の軟質砂岩質の砥石であろうが、ともに明瞭な砥面はない。

.041号跡(第60図)

1は現存高 155mm、口径 169mm、胴径 180mm の聾である。口縁は「く j字に直線的に

聞き、胴はやや下膨れとなる。外全面および内口縁には、はっきりとしたハケナデ調整がなさ

れ、頚部はへラにより面取りされる。外面には炭化物が全体に付着している。

2は器台である。器高 84mm、口径 71mm、底径 106mmを測る。受部は浅く大きく聞き、

脚部は末広がりに裾へと続く。脚の中央には 3孔の透しが穿たれ、内側には貫通孔がみられる。

脚の内外ともハケナデが施され、その後に器全体は磨き上げられる。

.042号跡(第60図)

1は細頚査の口縁であろうか。内外ともに縄文が施され、外面には 2重の波状沈線が描かれ

る。 2も口縁片で外面に縄文が、内面は磨き上げられる。 3は肩部片て¥半裁竹管による渦巻

文がみられる。 4は鉢の口縁であろうか、口唇には棒様具の刺突がめぐる。

.043号跡(第60図)

1は器種不明の口縁片で、縄文が施される。縄文の間隔は粗く、交互に強弱が表われる 0

・044号跡(第61図)

1 ~ 3は細頚査である。大きさや器形、文様構成など似た点も多いが、詳細に記述する。

1は器高 485mm、口径 131mm、頚径 89mm、胴径 344mm、底径 100mmを測る。器形

の特徴は、かなり肩部の張り出すこと、頚部が急速にすぽまり、口縁でラッパ状に開くことな

どが挙げられる。内外器面とも剥落や磨耗が著しく、整形、調整は不明である。文様は最大幅

3.3mm の 4 条櫛工具によって、頚部から肩部にかけて描かれる。頚部には 2~3 条の横走文が

2段認められ、口縁部には 1条の連弧文が描かれた可能性がある。肩部には 5単位の連続渦巻

文があり 、その上下にはこれを囲んで各々 3重、 1重の連弧文がみられる。地の撚糸文は間隔

が組し'0

2は上下接合しないが同一個体であることは間違いない。口縁部は遺存しないが、推定器高
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遺物

530mm、頚径 116mm、胴径 364mm、底径 100mmとなろう。胴は中位より下で最大となる

ようで、肩から頚にかけてはゆるやかな曲線を描く。口縁と頭部の境には貼付け突帯をめぐら

す。文様は径 35mm程の半裁竹管で描かれる。まず口縁には上弦連弧文を 2段に重ねて 9単

位表わす。突帯より下部には上下2段の描走文がめぐるが、上は 3重、下は 4重する。肩部の

文様帯は 5単位の連続渦巻文であるが、図の正面から左方向に描き始めたためか、右奥の 5単

位目は歪んだ長円形になっている。また各単位の連接部は横線で結ばれ、 lと同様上下3ない

し1重の連弧文のように描かれる。胴下半の地文は間隔の組い撚糸文である。

3は肩部までが遺存し、現存高 415mm、胴径 345mm、底径 1l0mmを測る、胴はほぼ中

位で最大となり、肩部はゆるやかな曲線を描く。 l・2と同様施文以前の調整は不明瞭だが、

内面の観察から、へラ削りの後、丁寧なへラナデが施されたと思われ、一部には光沢が残る。

文様は幅 4mm前後の半裁竹管による。肩部中央から胴部にかけて、やはり連続渦巻文が描か

れ、その最外端は明らかに次の渦巻文と続く点で、正確な意味での連続渦巻文といえる。これ

を囲んでテ2と同様の横線で結ぼれた連弧文が下でI重、上で5重認められる。胴中位より地文

として縄文が施されるが、文様の下半は地文の上にのっている。縄文の原体は llmm間隔と

粗く 、恐らくは 4条で 1単位となろう。以上の 3点とも底部には細かい編みの酷似の敷物痕が

みられる。

4は小形の広口査である。器高 130mm(頚長 38mm)、口径 107mm、頭径 60mm、胴径 101

mm、底径 52mmを測る。頚は「く」字状に大きく聞き、口縁は朝顔のようになる。肩は強く

張り出し、胴下半でわずかにくびれ、大きな底部へと続く。外面の調整は上~下へのへラナデ、

胴下端は下~上への強いナデツケ、さらに全体的に横位のへラナデ仕上げを行う。文様は 3.4

mm幅の 3条櫛によって描かれる。まず口唇には櫛先刺突がなされ、口縁部は 5段の小波文が

めぐる。頭接合部と胴下半位は各 1条の横走文で区画され、その中に重三角文が4単位描かれ

る。 1単位は正三角形4個、逆三角形2個で構成される。最後にこれら文様の聞の無文部に赤

彩を施す。内面は口縁部横ナデ、胴部は下からの磨き上げが行なわれ、底部には木葉痕が残る。

5もやや扇平な球胴形の小形査である。現存高 80mm、胴径 104mm、底径 50mmを測り、

下膨れとなる。肩から胴部にかけては、 3 条櫛による 2 重四角文が、全体を 5~6 単位でめぐ

り、 1 単位毎にその内側にへラ書きの íxJ 印が描かれる。胴下半には 7. 5 mm 間隔の 4~5

条の撚糸文が、 2~3 度にわたって施文される。

6 • 7は聾である。 6は器高 160mm、口径 165mm、胴径 151mm、底径 60mm を測り、

肩部近くで最大となるほっそりした胴形である。肩部以下は地文に撚糸文がみられ、口唇にも

これが転がされる。 7は現存高 165mm、底径 60mmで、口縁の聞く、鉢に近い器形となる。

頚部以下に縄文を施す。
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住居跡

8は口径 170mm程の鉢である。深い椀形の特異な器形で、外全面にハケナデ調整がみられ

る。口唇は外縁から棒様具を押捺されたため小波状を呈す。

9は長さ 215mm、幅 160mm、厚 84mmの硬質砂岩質の石皿状の石器で、中央部分がわず

かに凹んでいる。 10は安山岩質の磨石て¥全面的に研磨、面取りされる。 11は細粒砂岩質のも

ので、両平面が平滑であることから砥石の可能性もある。

. 045号跡(第63図)

1は頚径 123mmと太めではあるが、細頚査の類であろう。肩から口縁にかけゆるやかな曲

線で、口縁帯を有す。頚部は縦位の細いへラナデ仕上げされる。文様要素には3種ある。

Iは口縁帯に施された撚糸文で、 2は肩部にみられる地文の縄文、3はその上にめぐる 3段

のS字結節文である。なお内面には幅 10mm程の接合痕が明らかで、これが粘土紐巻上げに

よって作られたことがわかる。 2は撚糸を地文とする底部片で、木葉痕が残る。

3は花闘岩質の所謂有角石斧である。頭部を欠損するが、現存長 105mm、刃幅 72mmを

測る。

全体に極めて丁寧に研磨され、とくに刃先は鋭い。両角とも本体から 10mm突出し、先端

は丸味がある。握りの部分は断面楕円形を呈す。

.046号跡(第63図)

lは聾の口縁の可能性がある。頭部からゆるやかに開く口縁には、半裁竹管による 7段以上

の横走文がめぐり、内縁にはわずかに撚糸文が施される。 2は口縁帯を有し、その上にはS字

結節文が数条施文され、さらに口唇には縄文を転がしている。

3・4ともに歪である。 3は頚部に 3条櫛描きの横走文などがみられ、地は縄文である。 4

は地に付加条縄文が施される。 5は底径 70mm程のもので、下から上へとへラナデが施され

る。突出した底部の様相から鉢形となろう。

6は鉢の口縁である。幅 40mm程の口縁帯上には、体部の地文と同様縄文が施され、体上

端には 2条のS字結節文がめぐる。

7は径 56mm、厚 22mm前後の紡錘車で、側面および図の上面のみに縄文が施される。中

央孔は径 8mmで、一方向よりの穿孔のため、上面にみみず膨れが明らかである。 8は軟質砂

岩の小形砥石であろう。

.047号跡(第63図)

1は大形査の肩部で、下方にS字結節文を配し、上方には沈線により鋸歯文を描いて、その

中聞は磨消縄文で埋める。 2は小形広口査の肩部片で半裁竹管による 4重四角文が描かれる。

3は軟質砂岩質の小形砥石であろう。
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住居跡

・048号跡(第64図)

lは胴径 307mm、底径 llOmmの球胴形の壷である。器面が荒廃しているため調整は不明

であるが、外面に幅 10mmの粘土紐巻上げ成形の痕が明らかである。底部には木葉痕が残る。

2は小形査の類で、あろう。現存高 140mm、口径 132mm、胴径 143mmを測る。広口の口

縁は長く、直線的に聞き、肩が張り出す。調整は不明で、口唇および肩部下端にはへラ先様の

刺突列がめぐる。 3は器高 90mm、口径 221mm、底径 57mmの鉢である。裁円錐形の整っ

た器形で、口縁には帯がめぐる。外面はへラナデ、内面は横位の磨き仕上げがなされる。

.049号跡(第64図)

lは現存高 155mm、口径 235mmと推定される鉢である。頭部で「くj字状にくびれる器

形で、口唇は外縁から指頭圧を加え、波状を呈す。外面は細めのへラによるナデ、内面は横へ

ラナデである。なお外面は煤により黒変する。 2は軟質砂岩質の小形砥石である。

• 051号跡

小破片のうちには、 3条櫛および半裁竹管による円形文(渦巻文か)が2・3みられる0

・052号跡(第64図)

lは査肩部片で、半裁竹管による渦巻文が描かれ、地は縄文である。 2は聾片で、地に撚糸

を施す。

.053号跡(第64図)

lは比較的大形の査肩部片である。上端にS字結節文を4条程配し、以下は羽状の細縄文が

くり返されるようである。内面は丁寧にナデ仕上げされる。

.054号跡(第64図)

1は高台付の皿である。器高 26mm、口径 137mm、均二底径、台径とも 76mmを測る。杯

底部の切離しは不明で、回転へラナデの痕が残る。貼付け高台との接合部は、へラナデによっ

て調整される。内面は基本的に横位に丁寧な磨きがなされ、黒色処理される。他に同期のもの

がない。

.057号跡(第65図)

1は現存高 90mmの細頚査の肩部である。頚部には6条以上の沈線文がめぐり、無文帯を

経て、縄文帯がみられる。内面は磨耗、剥落が著しい。 2は小形球胴形の査片で、ある。 S字結

節文3条が2段施され、以下には羽状細縄文が1段認められる。極めて堅撤な土器である。3

はやはり細頚壷肩部で、 3条櫛により少くとも 5重の渦巻文が描かれる。 4は木葉痕を残す底

部片で、胴下端には細いへラによる丁寧なナデが施され、内面は剥落が著しい。

5~7 は無頚壷または椀の類である。 5 は口径 106 mm、胴径 177mmを測り、ほぽ球形を

呈す器形である。口縁には幅 20mm程の口縁帯をめぐらし、その下端は竹管刺突列が配される。
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住居跡

外面は全体にへラナデ仕上げなされる。 6は口縁帯を有す半球形のものである。口縁帯の下

端はへラ先による刻目がめぐり、帯上には 5~6 条の S字結節文を施す。 7 も 6 と同形だが、

より大形である。幅 20mm程の口縁帯は下端にへラ先刻目がみられ、帯上は縄文が施される。

体部はかなり荒いへラナデ調整のままである。 8は聾口縁であろうか。口縁上には縄文が施さ

れ、口唇には同原体の押捺がみられる。 9は脚部と思われ、全体に被熱のため脆い。10は安山

岩質の磨石で、平面中央には凹みがみられる。

.058号跡(第66図)

1~3 は細頚査の頚または肩部である。 l は頚上端の径が 60mm と極端に細い。頚と口縁

の境には造出しの突帯をめぐらす。口縁には幅 3mmの半裁竹管による上弦連弧文がみられ

る。頭部は同工具で4単位に区画され、さ らにこれを貫通して、 9mm幅の4条櫛による横走

文が3段めぐる。文様はいずれも稚拙で、頚部の施文順なども一定しない。 2も頚径60mm弱

の比較的小形のものである。文様は幅 2mm程の半裁竹管を用いて、頚、肩部文様帯を描く。

前者は上下に少くとも 3重の横走文をめぐらし、その聞には 7単位の山形文を施す。

後者は中心の逆三角形を囲んで 4~5 重の三角形を l 単位とし、 4~5単位を描いている。

3は肩部に半裁竹管による文様がみられる。上、下端に I本の横走文をめぐらし、その聞に 4
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住居跡

重の菱形文と 2重の三角文で埋める。かなり歪んだ文様であるが、全体で少くとも 5単位以上

となろう。この他に同形のもので、口縁部にS字結節文をめぐらす例がある。

4は小形広口査である。 器高 145mm、口径 182mm、頚径 110mm、胴径 136mm、底径

75mmを測る。頚は「く」字状に聞き、 口縁より上でわず、かに内湾し、全体に朝顔形となる。

胴は扇平球形を呈し、大きな底部へと続く。成形は 25mm幅の粘土帯巻上げで、口縁部は円

盤状の粘土板と思われる。内外の調整は指頭によるナデツケで、外下半はその後磨き仕上げが

みられ、口唇には縄文を転がしている。文様は2種の半裁竹管による。口縁部は幅 2.7mmの

工具で2段の波状文を措く。胴部の文様は幅4.2mmのものを用い、頚部および胴下半に横走

文を2重にめぐらし、その中を格子文で埋める。底部には細編みの敷物痕が残るが、これは9

のものと酷似する。 5は聾である。器高 263mm、口径 243mm、頚径 199mm、胴径 216

mm、底径70mmを測る。小さな底部からほぼ直線的に肩まで聞き、肩から口縁にかけてゆる

やかな曲線を描く。円面の調整は口縁部で丁寧なへラナデで胴部は不明で、ある。口唇には縄文

が転がされる。口縁部には 6mm幅前後の3条櫛により上弦連弧文が4段描かれ、胴部全面に

5mm間隔の撚糸文が施される。底部には木葉痕が残り、外面は煤により黒変する。 6も3条

櫛の連弧文、地撚糸文と酷似するが、胎土はかなり撤密である。 7は器高 135mm、口径 170

mm、胴径 135mm、底径64mmの部厚な鉢である。肩が張り出し、口縁は直線的に開く。内

面は横へラナデ調整される。口唇は外縁からへラ先押捺がなされる。胴全体には肩部の 15mm

幅を除き、撚糸文が施されるが、下半では磨耗のため明らかでない。 8も小形の鉢である。器

高 96mm、口径 103mm、底径 50mmで、全体に寸胴形を呈す。底部の接合のための指頭様

の圧痕が下端に残る。内面の調整は粗い横ナデであろう。口唇は縄文を転がし、外面は幅6mm

程のハケにより、荒いナデが行われる。

10は硬質砂岩の砥石で、裏面を除き研磨される。とくに表面は中央で凹んでいる。 11は花嗣

岩の磨石で、上端を除き、研磨され側面はとくに面取りされる。 12は径54mm、13は径46mm

の扇平な紡錘車である。ともに指頭により丁寧なナデが調整される。

.0598号跡(第67図)

lは頚径 100mmの広口査であろう。外面は丁寧なナデで、わずかに光沢があり、内面はへ

ラナデされる。 2は底径 86mmの査底部で、外面は磨き仕上げののち赤彩される。

.060A号跡(第67図)

1は口径 120mmの小形聾である。外面はへラ削りされ、内面は横ナデがなされる。 2は器

高 39mm、口径 123mm、底径 51mmの坪である。体部はかなりの丸味を有す。底部には回

転糸切の痕が残り、体下端を含め手持ちへラ削り調整される。 3は台径 70mmの高台付皿で

ある。切離しは不明である。
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住居跡

・061号跡(第67・68図)

本跡に確実に伴う遺物は土製品を含め25点出土した。そのうち 3・7を除き完形品である。

1は胴上半で最大となる球形の聾である。口縁は極端に聞き、先端は帯状に肥厚する。内外

の調整は磨耗が著しく殆んどわからないが、頚部にへラ先の押，えた痕跡が残る。 2はやや大形

の聾で、口縁は「く」字状に開く。口唇外縁にはナデツケによるわずかな稜が形成される。 3

は推定器高 400mmの大形長胴聾である。これも著しく磨耗、剥落し調整痕は認められない。

このように聾についてのみ被熱による影響が明らかである。 4は聾を模した鉢である。肩部に

稜がめぐり、口唇は帯状に肥厚する。外面はへラ削りが斜方向に施される。内面は上方で横位

の、下半では下から上への磨き上げがなされ、全体として竪轍なものである。 7、8は境であ

る。 7はやや大きく、口縁部まで強く内湾し、口唇はわずかに直立気味となる。外面は比較的

丁寧なへラ削りが縦横に施される。 8は半球形の体部に稜をもって口縁が直立する。口唇はか

なり部厚となる。外面はへラ削り、内面は口縁で磨き仕上げ、体部はへラナデ調整される。 5

は丈長の大形甑で、全体にゆるやかに立上がり、口縁で急に反り返る。外面は上~下へのへラ

ナデ、底部付近のみ逆方向のへラナデがみられ、内面は下半に横へラナデが施され、さらに下

~上への磨き仕上げがなされる。

6は寸胴形の甑で、下端で急にすぽまる浅めの器形である。外面は下端に横へラ削りが、大

半に縦、斜位のへラナデが施されたのちに全面荒い磨き仕上げが行われる。内面は上半で横位、

下半で縦位のへラナデがみられる。 9-----25は坪である。これらは口縁部の造りの違いから 3類

に大別が可能である。 9-----16は体部との境に明瞭な稜線を形作る一群で、いずれも口縁は内傾

している。とくに 9-----13は稜が鋭く突出し、 9、10では口縁がつまみ上げられている。法量の

点からみると、小形の10、体部が三角錐状を呈す15、さらに平底に近い浅めの16を除き、器高

38、口径 128、受部径 142mm前後となる。 18-----20は稜が退化し、口縁はわずかに内傾する。

口径は 140mmと酷似の器形である。 17も本類に含まれるが、小形で深めとなる。 21-----25は浅

い半球状を呈し口縁部は横ナデのため区別が可能な程度に退化する。外面の調整はすべてへラ

削りで、20のように再調整のへラナデの認められるものは他にない。内面はすべて丁寧な磨き

仕上げがなされたと思われるが、痕跡の不明瞭なものも多い。また内、外面とも黒色を呈す色

調のものが多いが、明らかに内面黒色処理のなされたものは13のみである。

26は手担ねの土製品であろう。半球形の境で内外ともへラナデされる。 27-----30は土製勾玉で

あるが、完存しない。胎土や色調は全く酷似する。

• 062号跡(第69図)

1は口径200mm、頚径 136mmの聾である。推定器高 160mmの深鉢形を呈し、口縁に 25

mmの帯がめぐる。口唇外縁にはへラによる押捺がみられ、帯上および胴部には縄文が施され
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住居跡

る。 2は胴径 180mm前後の扇平球明形の聾で、地文には細縄文が施される。これは 3でも

同様数段に渡って行われている。 4・5はともに器形は不明である。前者は細縄文、後者は撚

糸文が地文で、内面はともにへラナデ調整される。 6は口径 176mmの鉢であろうか。口唇お

よび外全面に縄文施され、内面は荒いへラナデがみられる。 7、8とも底部片である。 7は大

形査と思われ、地文に撚糸文が施される。 8は小形聾のようで、縄文がみられる。ともに底部

に木葉痕が残る。

.064号跡(第69図)

1は鉢である。器高 155mm、口径 209mm、底径 68mmを測り、裁円錐形を皇す。調整

は外面で、ハケナデ、内面で丁寧なへラナデが行われる。文様は3条櫛による条痕文で、口唇に

は同工具の刺突がなされる。底部は内面指で押さえた痕があり、外面には木葉痕がのこる。 2

は長さ 140mm、幅 100mmの細粒砂岩質の石器である。上、下端を除き、全体的に研磨、面

取りされる。とくに表、裏面は中央がわずかに凹み、表面ではさらに 3個所の錐様具による孔

がみられる。

.065号跡(第69図)

1は大形の高坪である。器高 165mm、口径 232mm、裾径 193mm、郎との接合部の脚径

は 39mmを測る。坪部は下端に突出する稜をなして口縁は直線的に大きく開く。脚は末広が

りとなって裾はめくれ上がる特異な器形を呈す。外面の調整はへラナデにより、内面は口縁周

辺の横ナデの他は不明瞭である。脚は粘土巻上げ成形痕が明らかで、内側は鋭くへラ削りがな

される。

.067号跡(第69図)

1は頚径の大きな細頚査と思われる。肩部上端には 3条のS字結節文が2段配される。 2は

聾片であろうか。縄文が地文である。

.069号跡(第70図)

lは小形壷である。現存高 120mm、頚径 49mm、胴径 100mm、底径 60mmを測る。胴

は算盤状に張り出す。内面は頚部付近でへラナデ調整されるが、以下は不明瞭である。文様は

口縁から肩部にかけてみられる。半裁竹管による 6段以上の上弦連弧文を、縦線によって一本

毎に5区画される。ただ最下の文様に対してはこの区画がみられず、全体に稚拙である。胴部

の地文は縄文により、底部には細編みの敷物痕が残る。 2は細頚査の各部位片であるが、同一

個体であることは間違いない。外面は簡単なへラナデ調整され、内面は摩耗、剥落が著しい。

文様は幅 3mm程の半裁竹管で描かれる。頚部は3重以上の横走文が4段まで認められる。 肩

部は 4~5 重の渦巻文を中心に、これを囲いこんで 2 重の下弦連弧文が施され、さらに渦巻文

の連接部上方には逆三角形が描かれる。全体的に乱雑な施文で、単位数は不明である。 3も同
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遺物

類で、 4条櫛によ り少く とも4重の渦巻文が描かれる。 4は査肩部片である。内面はへラナデ

によ り丁寧に仕上げられる。 沈線による「八」字文の中に縄文を埋め、沈線の外側は地文を磨

消して、さらに赤彩する。 5は部厚で大形の鉢であろう。外全面にハケナデがみられ、内口縁

にも横位に施される。

.070号跡 (第70図)

本跡は3住居跡の重複があるが、いず、れも小片で、覆土として一括して遺物を取り上げたた

め、残念ながら所属の不明なものばかりである。 1は胴径89mmの小形査である。器形は069

号跡出土のものに似て算盤状を呈す。内面は横ナデ、へラナデにより、外面は撚糸文を羽状に

施す。全体に雑な造りである。

2-----4は広口の査か、長胴の聾であろう。いずれも櫛描文様を主文としているが、2が8条、

3が5条、4が6条で、縦走の小波文が施され、3は他に横走の区画がなされる。地文は3の

撚糸文のみ明らかである。

5-----6は胴部片で、前者は縄文を羽状に施し、後者は細撚糸文を地文とする。 7も地文は撚

糸文で、底部に木葉痕が残る。 8は聾であろうか。 口縁帯に細縄文が施される。

9は長さ 37mm、径 13mm程の土製勾玉であるが、頭部の穿孔は認められない。

2項古墳跡

・201号跡 (第71図)

1は器高65mm、口径106mm、底径 26mmの増である。器高の%は段を有しながらわず

かに聞く口縁で、底部は瞬状文に凹む。外面は体部および口縁下部にへラ削りがみられ、内面

はへラナデである。なお体と口縁の接合部分には指頭圧痕が残る。 2は口径 140mm、器高 56

mmの椀である。扇平な半球形を呈し、口縁部は内傾する。外面はへラ削りののち、内面とと

もにへラナデ調整される。 3は台付聾の模造品のようである。器高 119mm、口径90mm、底

径 51mmを測る。外面は荒いへラ削りのままで、内面はへラナデを施す。

.208号跡 (第71図)

lは口径 190mm、2は底径 80mmの聾である。 lは口縁が「く j字状に開き、全体に荒

いへラナデ調整され、口縁内面のみに棒様具による磨き上げがみられる。 3は器高141mm、口

径98mm、頚径67mm、胴径 152mm、底径60mmを測る査である。タマネギ形の胴に、ラッ

パ状に聞く口縁が付く。 外面は荒いへラナデが施され、口縁部には指頭圧痕も残る。

4-----6は口径 120-----122 mm、器高 51-----55mmの椀である。半球形を基本とするが、口縁で

直立し、底部は平底気味となる。いずれも口縁部横ナデの後、外面はへラナデ調整されるが、

6ではこれが不明瞭である。

内
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.209号跡(第71図)

lは器高 80mm、口径70mm、胴径95mmの増である。ほぽ球形の胴に、極めて短かい口

縁が付く。口唇は鋭く、全体に精撤な器形である。内外とも工具は不明だが、丁寧なナデ調整

が施され、わずかに光沢をもっ。
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3項その他

・縄文式土器 (第72図)

1~ 9 はいずれも深鉢の破片である。 1 は内外とも貝殻条痕を横位に施す。 2 は中央に貼付

突帯が縦走し、その上下に半裁竹管による小波文を配す。 3も同工具で山形文と、刺突列が描

かれる。 4~7 は地文に縄文を施し、 2本の沈線内を磨消して無文とするものである。 4 の口

縁には楕円形の区画が、 6は円形に、他は縦位に垂下する文様構成がとられる。 10の径 35mm

の土面も文様から同類であることが知れる。 8は口唇に突起を貼付したもので、その内側に竹

管刺突がなされる。口縁には幅 15mmの沈線がめぐり、それ以下に細縄文が施される。さら

にへラ先による沈線を用いて、菱形文を2重に描き、この中の縄文を磨消している。 9は口縁
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第72図 グリッド内出土土器実測図(縄文時代)

に楕円形の突起を貼付したもので、突起上にはへラ先刻日が入る。外面は細縄文を地文とし、

波状沈線が横走する。内縁にも上下に結節の痕を残し、幅 10mmの縄文帯が描かれる。

時期別にみると、 lが早期末葉(茅山上層式)、 2・3は前期後葉(諸磯式か) 4~ 7は中期

後半(加曽利EII式中心)、 8 • 9は後期(加曽利B式および安行式)と考える。

・弥生式土器 (第73図)

1・2は細頚壷の肩部片である。 1は器面をへラナデし、胴部には撚糸文を施す。文様は4

条櫛により 4重の渦巻文を表わす。 2は地文に縄文を施し、半裁竹管の渦巻文の一部がみられ

る。 3は推定口径 240mmの広口査であろうか。外面はハケナデされ、文様は 3条櫛により、

縦区画と横走文を少なくとも 5段配す。 4. 5は小形の広口査である。ともに丁寧なへラナデ

調整がなされ、文様は半載竹管で描かれ、前者は 2段の横走文と 2重四角文、後者は上下の横

走文に接して四角文が交互に描かれる。 6は広口査口縁部で、推定口径 135mmを測る。口縁

帯には縄文が施され、頭部はへラ描き沈線により縦区画がなされ、その中を格子目で埋める。

7は形状不明で、あるが、口径 92mmを測る。口唇は帯状に肥厚し、 5条櫛による波状文がめ

ぐる。 8は推定口径 200mmを測る大形査である。肩部上端にS字結節文を 2段めぐらし、頚

部には 2列の撚糸文と 3列の竹管突文が交互に施される。 9は推定胴径 160mm、10は同 110

mmの小形査の胴部片である。 9は沈線により「八」字文を描き、中に縄文を施す。 10は3段

の2重S字結節文をめぐらし、その中に縄文を施す。 11は上端にS字結節文を、縄文帯中に 2

重の鋸歯文を描く。 9・10の無文地は赤彩する。 12は幅広の口縁帯を有す鉢で、外縁から指頭

押圧され、口唇は波状を呈す。 13も鉢であろうか。口縁帯の外縁には棒様異押捺がみられ、地

文に撚糸文を施す。 14は木葉痕を残す底部で、撚糸文が地文である。 15は現存高 300mm、胴径

F
h
υ
 
1
i
 



審¥，輔115

ー圏、ーー、-、

一「

-司・・ーーーー・ー-

『目、』、

J 
¥ 

f 

8 

11 

ヌ

ーーー角、ー、‘ー

15 

寄港万

o 10 cm 

第73図 グリッド内出土土器実測図(弥生時代)

p
h
υ
 



ミ弓ギノ ........._土=ク

ζ 二ク
5 

3 

IOcm 

第74図 グリッド内出土土器 ・陶器実測図(土師器 ・向器)

ιπ3 の 4 

-
3 

~ 

~ð- ~ 
5 
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その f也

365mm、底径 96mmを測る査である。内外とも被熱のため調整は不明瞭であるが、下端の一

部に磨き上げの痕が残る。底部には焼成後穿孔がみられる。

・土師器・陶器 (第74図)

1は器高 217mm、口径 184mm、底径 94mmの警である。短かい口縁は口唇に凹帯がめぐ

り、全体に寸胴形を呈す。外面全体に縦・横の荒いへラ削りが施される。 2は口径 116mm、器

高30mm、底径 61mmの坪で、高速回転の水挽法で作られる。底部は 3とともに糸切離しで、

ともにカワラケと思われる。 4は灯明皿で、 5は摺鉢で、ともに糸切痕が残り、飴柚が施され

る。 5の内画には竹櫛による摺目が残る。

・土、石製品 (第75図)

1 • 2は土製紡錘車で、各径 48mm、51mmを測る。ともに表面は丁寧に磨き上げられて

し〉る。

3・4は安山岩質の太型蛤刃石斧である。 3は長さ 152mm、刃幅67mm、厚 46mmでト側面を

除き全面研磨され、とくに刃部は鋭い。 4はやや小型で長さ 123mm、刃幅44mm、厚 34mm

を測る。全体に自然な凹凸が多いが、刃部は丁寧に研磨されている。ともに201号跡周溝内から

出土し、その位置から 3が044号跡、 4が064号跡に伴う可能性がある。

5は青緑色をした石製勾玉である。長さ 34mm、幅 16mm、厚 9mmを測り、極めて丁寧

な研磨のため光沢ある。頭部の孔は径 5mmで両側から穿たれている。表採品で所属は明らか

でない。

6・7は緑泥片岩(俗に青石)の板碑である。ともに幅 200mm、厚 17mm前後で、現存す

る長さも 500mmと一致する。 6の頭部は明らかに三角形を呈し、中央上方には、阿弥陀を表

わす「キリーク」種子が刻まれるが、蓮座等はない。 7は頭部も欠けるが一部に三角形の加工

がみられる。ともに神社の付近から出土した。
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まとめ

4節まとめ

l項弥生時代

本遺跡より 76軒の住居跡が検出された。これらは台地全体に認められ、さらに調査区外の南

側に続くことは間違いなし当。時期別にみると、古式土師器を伴う住居跡7軒、カマドをもつも

のが 6 軒、全く時期の不明のものが 7~8 軒ある。その他は弥生時代と考えることができる。

まず当該期からみていくことにする。

前後関係を明らかにするのに必要な重複の例を列記すると、

1) 009> 010 > 011 < 053 

2) 008<015>017>016 

3) 025A >025B >026>027 <057>056>028 

4) 034>037>036 

5) 046<047、となる。

次に住居跡の個別の要素についてまとめてみる0

・平面形 円形=005・022・026・027・044=5軒

楕円形=010・028・029・036・039・046・069=7軒

隅丸長方形=002・003・006・008・012・014A.014B・015・017・019・025A.031・

035・043・047・053・057・058・067・070B=20軒

隅丸方形=034・042・045?= 3軒

隅丸形をしたもののうちで、各辺とも直線的で、、狭義の隅丸方形といえるものは019のみであ

り、他は四辺がやや胴張りとなる形態である。

-規模 長軸あるいは直径を参考にしてみる。

7m前後一002・008・057=3軒

6m前後一010・012・014A• 029・035・044・046・062=8軒

5m前後=006・015・016・019・022・026・027・028・031・069=10軒

4.5m前後=005・017・025A• 036・039・042・043・058・067・070B=10軒

4m以下=034・047・053=3軒

付帯する施設については、炉、主柱穴の配置、 PSとした柱穴およびP6とした貯蔵穴を取り上

げる。

・炉の位置 長軸あるいは直径の半分をl.0として、火床の中心がどの程度壁に近寄るかを指数

で表わしたが、これに基づいてみる。
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弥生時代

1.0前後二005・008・010・026・027・029・033・034・039・069=10軒と006

0.8前後=014B・028・03い 035・036・044・046・070B=8軒

0.65前後二014A・017・019・022・057・058=6軒

0.5前後三002・015・025A・047・069=5軒

-主柱穴の配置

長方形=010・022・027・029・033・044・046・047• 053・069・070B=11軒この

うち010・046は極端な長方形配置となる。

方形=002・006・008・015・016・017・019・025A・026・028・031・035・039・042・

043・055A・057・058・062・067=20軒

このうち028・062は台形となる。

不定形=014A・034=2軒

• P 5の有無と形態 炉に対面して長軸上に位置し、例外なく主住穴配置の外方にある柱穴であ

る。

有住居外方に傾斜するもの=008・010・015・022・025A・028・031・035・036・

070B=10軒

有垂直のもの=0l4A・019・021・029・039・043・046・055A・057・058.064・

067・069=13軒

無明らかなもの=006・027・034・037・042・044・047・053・062=9軒

無不明のもの=その他

• P 6の有無と位置 従来から貯蔵穴とされている皿状の穴で、いずれもあまり深いものではな

しユ。

有左寄ー008・015・025A.026・028・031・035・036・037・043・057・064・069・

070B=14軒

有右寄=006・039=2軒このうち周囲に土堤をめぐらす例は 031・036のみで一

般的ではない。

無明らかなもの=010・011・014A• 019・027・029・034・042・046・047・053・

058・062=l3軒

無不明のもの=その他

土器については、成田市およびその周辺において当該時代調査例が乏しいため、詳細は不明

である。しかし本遺跡では014・044・058号跡に良好な伴出関係がみられるため、これを基軸と

して、ある程度の編年は可能である。まず基本となる 3住居跡出土の土器について改めて注目

してみる。
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まとめ

044号跡では細頚査3点、小形査2点、聾2点、および深鉢1点が供伴する。細頚査は 1と2・

3では肩の張りや頚部から口縁の造作など、違いは認められるが、いずれも 50cm前後の大形土

器である。文様の点でみると、 lと他ではより異なる様相が指摘できる。 lは3条櫛を用いて

肩部のみに扇平な連続渦巻文を描き、頚部には横走文がめぐる。 2• 3は半裁竹管を用いて肩

部から胴部にかけて渦巻文を大きく描いている。渦巻文は 3は5単位連続し、主文をかこんで

連弧文が重なる。頭部以上遺存の 2では突帯の下に横走文、上に上弦連弧文がめぐる。ここで

はこれらを a類とする。

小形査の施文はともに 3条櫛でなされ、 4は頭部に小波文、胴部に重三角文、 5は胴部に重

四角文と内側に ixJ印を描いている。後者をa類とすると、同類に含まれる036号跡出土のも

のでは頭部に連弧文が施される。

薯 ・ 深鉢は器高 15~17cm程である。 6は地文が撚糸で、頚部以上は無文であり、 7は縄文

である。 8はハケナデで口唇は小波状を呈す。本跡には石器も完備している。

058号跡では細頚壷 1~2 点、小形査 l 点、聾 2 点、深鉢 l 点が供伴する。細頚査は 2 ・ 3 を

みると半裁竹管により重三角文、重菱形文が描かれ、 044号跡には趣きを異にする。 b類として

おく。 4はラッパ状に聞く特異な器形で、口縁部に小波文、胴部に格子文が施される。 04404と

は同一視はむずかしいが、一応b類と考えられる。 5は比較的大形の聾で、口縁に 3条櫛の連

弧文を配す特徴がある。 04406などを a類とすれば、 b類と類別することができる。 7は口唇の

造作などに04408に似た点が指摘できるが、地文は撚糸で、これと区別すべきである。 8は小形

であるがハケナデ調整の特徴は04408と共通する。本跡もまた石器の良好な資料が得られた。

014号跡では広口査2点、聾2点が出土する。おそらく A号跡に伴うものであろう。 lはラッ

パ状に開く器形で、口縁帯にはS字結節文がめぐる。 2は特異な器形ではあるが、同じく口縁

帯があり、縄文が施され、頭部には羽状縄文が施される。 3はへラナデ調整の聾で口唇は波状

を呈す。 4は肩の張る器形で縄文が施される。

この他にいくつかの住居跡より良好な資料が l・2点みられ、前記3住居跡の不足分を埋め

ることができる。01601は細頚の小形壷で‘全く文様がない。01002は頚部に半裁竹管による区画・

横走文が描かれた歪である。また008・019号跡では扇平球胴形の聾がみられ、胴部全体に縄文

または付加条縄文が施される。 025A号跡からは広口査の 2種類が出土した。

これらの土器を器種別に類型化し、主な出土例をあててみる必要があろう。

1.細頚壷 a類連続渦巻文を主文とする。

半裁竹管によるものが原則である。 (04402・03の他、 01101・02802・03601・06902) なお

櫛描きのものを a'類とする。 (04401・05703・06903)

b類 重四角文や重菱形文などを主文とする。 a類と同じく工具に違いがある。
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弥生時代

(05801・02・03) b'類 (03903・00502・02601?) 

C類縄文を配し、なかには沈線区画を施すものもある。好例はない。 (01102・

01701・03901・02)

2.広口壷 a類 頚部がゆるやかにしまる器形で、口縁帯をもっ。 (01402・01001・04501)

b類 口縁部がラッパ状に開く器形で、口縁帯をもっ。 (01401・025AOl)

3.小形壷 a類 広口査形で、連弧文と重四角文を描くもので、半裁竹管による。 (025B02・

03602・03・06901)、櫛描きによ るa'類 (04405の他、 00503・025B01・03402・04702)

b類 口縁部がラッパ状の器形で、波状文と重三角文や格子文などを描く。 (04404・

05804) 

4.聾 a類 長寸胴形で、頚部以上が無文か、頚部のみ無文のもの。 (04406・07の他、05807・

02801・02201・06201・06?) 

b類 やや大形で、、頚部以上に半裁竹管や櫛描きにより、連弧文が描かれる。 (05805・

06・01303) 区画と横走文のもの、 (01002の他、 03908・04602・01005?) 

C類 扇平な球胴形で、一般的には幅広の口辺帯をもっ。頚部を除き、縄文や付加条縄

文を施す。 (01901の他、 002・006・008・012・033・046・062出土のものと、 01003)

d類球胴形で、波状口縁となり、無文のもの (01403)

5.深鉢 a類 ハケナデ調整され、原則として波状口縁となるもの。 (04408・05808の他、

03101・06905・01305? ) 

b類 ラッパ形で、 櫛描き条痕文が施されるもの(06401の他、01008・03909・04601? ) 

次に土器の供伴関係について、前記の3住居跡を中心にみると、

1. 044号跡=l-a、1-a'，3-a'、3-b、4-a、5-a

2. 039号跡=l-b'、1-C、4-b'、5-b

3. 058号跡=l-b、3-b、4-a，4-b、5a 

4. 010号跡=2-a、4-b'，4-c、5-b

5. 014号跡=2-a、2-b、4-d

6. 025A号跡=2-b

7. 019号跡 ・008号跡=4-c

またこれらの土器様相を大別すると、南関東の流れを有すもの(1-c、2-a • b、4

-d、5-a)と、北または東関東にみられる要素をもつもの (1-a • b、3-a・b、4

-a.b・C、5-b)に分けられるようである。これをふまえて従来の形式編年におきかえ

るなら、044=足洗式+宮ノ台式、039=宮ノ台式十足洗式に近い様相、058=足洗式に近い様相+

長岡式に近い様相+宮ノ台式の新しい様相、 010=長岡式の新しい様相+久ケ原式+印膳・手賀

内
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まとめ

系式、 014=久ケ原式、 025=弥生町式、 019・018=印施 ・手賀系式と考えることが可能であろ

う。本遺跡で特徴的なことは、南・北関東の土器様相が何らの差もなく混在し、有機的に結び

ついていることであろう。

2項古墳時代

大別して、古式土師器を伴う住居跡7軒、古墳の造営 8基、カマドをもっ住居跡2軒に分け

られる。

古式土師器を伴う住居跡については 3つの形態的差がみられる。009号跡は長軸 4.7mの隅丸

長方形で、その平面形や、炉の構造および貯蔵穴をもっ点で、弥生時代と極めて近い要素を示

す。次の一群は隅丸方形で、長軸 4.9m の 007号跡を除くと、 1 辺 3.1~3.4 mのものである。

いずれも炉の掘り込みは退化している。 030号跡には主柱穴がないが、他の007・041・048・059

B号跡にはこれがみられる。 P5とした柱穴も原則的には存在するが、いずれも外方に傾いて掘

り込まれている。最後は001・018号跡である。ともに 1辺6.5m前後の正方形て¥主柱穴を完

備する酷似のものである。他にこれに属すると思われるものに001号跡床下から検出された065

号跡がある。

遺物についても住居形態差に対応した 3時期の編年が可能である。 009号跡からは宣3、聾

l、高杯 l点の良好な資料が得られた。 Iは球胴形で、ラッパ状に聞く口縁を有す器形で、棒

状浮文の貼付などにも前代の影響が残り、肩部には櫛描き文が残る。内面は荒いへラ削りのま

ま無調整である点が特異である。聾もまた全体的にへラ削りが施され、口唇はつまみ上げられ

たように内縁に段を残す。 007・041号跡出土の警は口縁が「く」字状に聞き、全体をハケナデ

調整する。器台もともに出土し、 007号跡には炉器台がみられる。 048号跡の 2、059号跡の lな

どは広口査の類で近似する要素を持つ。

これらはいずれも五領式土器の範時に含まれるが、 009号跡はより古い様相を示し、東海地方

の影響も受けている可能性がある。後者は典型的な五領式土器と考えて大過なかろう。

次に001・018号跡の遺物である。前者は柑 ・台付査 ・高坪などに祭把的な様相が強く反映さ

れ、後者は壷 ・聾 ・甑や高坪など生活必需品で構成される違いは指摘できるが、ともに和泉式

土器の古い形態であることに差異はない。また壁下から一括出土した土玉類の存在も、全く同

時に廃棄されたと考えることができる。

古墳の築造は001・018号跡の廃棄直後に開始されたと考えられる。築造の方法については知

る由もないが、内部施設の痕跡が全くないことから、逆に墳丘上に設ける形式であることが考

えられよう。 203~202号跡がほぼ南北に並び、それぞれ規模が異なる。 205~207号跡は、この
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歴史時代

列より東に 7 m 以上離れて、 N-230-Wの軸で南北に並ぶ。各列での周溝外縁は 3.0~0.5m 

と接近し、とくに、 205号跡南側は206号跡周溝のため部分的に直線となる。後代の台地整形の

ためにその大半を失なっている208号跡の存在を考えると、さらにもうー列あった可能性も否定

できなし〉。いずれの古墳も遺物に乏しいが、 20い 208号跡出土の土器から考え、和泉式土器を

伴うと思われ、土器自体に先後の差のないことから、かなり短期間に続営されたものと思われ

る。

024・061号跡はともにカマドを持った被災住居跡である。住居の形態は全く異なり、主軸も

約900のずれがみとめられる。しかしその間隔が 4m、床面の高さは一致する事、ともに火災に

より廃棄されている点など、同時存在と考えて間違いないところである。

遺物については、ともに完形品が殆んどである点で注目される。とくに024号跡では覆土内に

当該期遺物を全く含まず、図示したものがすべてであり、小規模住居の生活品を知る上で最良

の資料となろう。それは煮焚き用の窒 ・甑、小形の聾、杯4および支脚のセットである。同じ

く 5 m 級の061号跡では若干の欠損品や流入品もあるが、大聾・聾・鉢・各 1 と、甑 2 、 杯15~17

個と中規模住居のそれを知る手懸りとなろう。いず、れも鬼高式土器であるが、長胴聾、口縁が

帯状となる聾、稜の退化の始まったものから全く稜をもたない浅めの坪などの様相は、 7世紀

代として間違いない。

3項歴史時代

040・054・060A・060B号跡がこれにあたる。最大の040号跡でも l辺3m強、 054号跡では

1辺 2m に過ぎない。いずれも主柱穴はなく、カマドに対面して垂直に掘り込んだP5柱穴が

みられる。遺物は少ないため、時期の細分はむずかしいが、 04002・060A02の丸味のある坪や、

05401の内黒皿をみる限りでは国分式土器でも後出的と考えられる。

中世に至って、本遺跡をのせる台地全体は城として利用された痕跡がある。今回の調査では

それと断定できる遺構はないが、土壌のうち101・105号跡などは注目すべきではなかろうか。

また傍証的ではあるが、古墳跡の遺存度からみて本台地全体に大規模な整形が行なわれたと考

えられる。その時期は国分期の住居跡の占地からして、それ以後であることが考えられる。
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Preface 

Prefatory notes 
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The Sekido site 

Chapter 1 Location and Excavation Process 
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2. Excavation Process 

Chapter II Artifacts 

1. Pit-dwellings 

2. Kofuns 

Chapter III Remains 

1. Pit-dwellings 

2. Kofuns 

3. Other Artifacts 

Chapter IV Conclusion 

1. Yayoi period 

2. Kofun period 

3. H istorical age 

SUMMARY 

The Sekido site is located in lots 241 and other， aza-Wada， Sekido， Narita-shi in the 

north of Chiba prefecture. It is situated on a Shimousa Plateau which faces south toward 

the Nekona stream. It was excavated from October 1 in 1980 to March 31 in 1981. 

The site was occupied during Yayoi period， Kofun period and Heian period 

Yayoi period : 

The dwelling pits were seventy-six altogether in the excavated area of Sekido; fifty 

five dwelldngs were artifacts of Yayoi period. Those were used during the Kugahara and 
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Yayoi-cho pottery phases of late Yayoi period. Most of dwellings severally had four 

postholes and a hearth， and their plans were square-with-round-corners on side 4.5~6 m. 

A number of Yayoi pottery styles in this site were the most outstanding features 

associated with Yayoi period materials in the south area of Kanto district 

Kofun period : 

It was possible to excavate about nine dwellings， and eight Kofuns. Dwellings were used 

during Goryo and Izumi pottery phases. Seven dwellings severally had four postholes and 

a hearth. other had a clay oven 

Kofuns were built continuously for a short time during Izumi pottery phase， and those 

had nothing without ditch. 

*Kofun ancient sepulchral which was covered in. 

Historical age : 

It was possible to excavate about four dwellings which were used during later Kokubu 

pottery phase (Heian perid). Those were smaller than other dwellings， and had not 

postholes. 

The plateau which the Sekido site is located in was used as a fort in the Midlle Age. 
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写真図版



図版 1 

1.遺跡遠景(南より) 2. 同 (北より)



図版 2 

1.遺跡近景(東より) 2.調査風景



図版 3 

1.遺跡空撮(北東より) 2. 同 (南西より)



図版 4 

1.遺跡空撮(東より)



図版 5 

1.調査状況 2. 同



図版 6 

1. 001号跡全景 2. 002号跡全景



図版 7 
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1. 003号跡全景

2. 001号跡06出土状況

3. 002号跡炉

4. 003号跡01出土状況



図版 8 

1. 004号跡全景 2. 005号跡全景 3. 006号跡全景



図版 9 

1. 007号跡全景 2. 同 遺物出土状況 3. 同 炉



図版 10 

1. 008号跡全景 2. 岡山出土状況に 同炉



図版 11 

1. 009号跡全景

2. 同 造物出土状況

に 同 01出土状況

4. 同炉



図版 12 

1. 010号跡全景 2. 011・053号跡全景



図版 13 

1. 012・013号跡全景 2. 014 A・B号跡全景



図版 14 

1. 015号跡全景 2. 016号跡全景



図版 15 

1. 017号跡全景

2. 015-----017号跡重複状況

3. 015号跡炉

4. 017号跡炉



図版 16 

1. 018号跡全景 2. 同 床下状況



図版 17 

1. 018号跡遺物出土状況

2. 同 01・02出土状況

3. 同 01出土状況

4. 同 02出土状況

5. 同 03・07出土状況

6. 同 土玉出土状況



図版 18 

1. 019・022号跡全景 2. 021号跡全景



図版 19 

1. 024号跡全景 2. 同 床下状況

に 同遺物出土状況

4. 同 カマド掘方状況



図版 20 

1. 025 A号跡全景

2. 同 炉 ・01出土状況

3. 同 02出土状況

4. 025 B号跡全景



図版 21 

1. 026・027号跡全景 2. 028号跡全景



図版 22 

1. 029号跡全景 2. 030・031号跡全景



図版 23 

1. 034・036・037号跡全景

2. 034号跡炉

3. 036号跡炉

4. 037号跡炉



図版 24 

1. 035号跡全景 2. 039号跡全景



図版 25 

1. 040号跡全景

2. 041号跡全景

3. 同 01・02出土状況

4. 同 炉



図版 26 

1. 042号跡全景 2. 043号跡全景



1. 044' 045号跡全景

2. 044号跡遺物出土状況

3. 同炉

4. 045号跡03出土状況

図版 27 



図版 28 

1. 046号跡全景 2. 047号跡全景
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図版 30 

1. 054号跡全景 2. 057号跡全景



図版 31 

1. 058号跡全景

2. 同 05・07出土状況

3. 同 02~05 ・ 07 ・ 012 出土状況

4. 同 炉



図版.32 

1. 059 B • C号跡全景 2. 060号跡全景



図版 33 

1. 061号跡全景

2. 同 カマド状況

3. 同 断面状況

4. 同 掘方状況



図版 34 

1. 061号跡カマド右脇遺物出土状況

2. 同 カマド左脇造物出土状況

3. 同 土製勾玉出土状況

4. 062・063号跡全景



図版 35 

1. 067号跡全景 2. 069号跡全景 3. 070号跡全景



図版 36 

1. 101号跡全景 2. 同 断面状況 3. 105号跡全景 4. 同 断面状況



図版 37 

1. 201号跡墳丘状況 2. 同 全景



図版 38 

1. 201号跡墳丘断面状況(南北) 2. 同(西)



図版 39 

1. 202号跡検出状況 2. 同全景



図版 40 

1. 203""206号跡検出状況 2. 203・204号跡全景



図版 41 

1. 205号跡全景 2. 206号跡全景



図版 42 

1. 207・208号跡検出状況 2. 207号跡全景



1. 209号跡全景

2. 208号跡遺物出土状況

3. 同

4. 209号跡遺物出土状況

図版 43 



図版 44 
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00108 

001・003号跡出土土器

00103 
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図版 45 

00704 

007・009号跡出土土器



図版 46 

00801 

008・010・014・016号跡出土土器



図版 47 

018号跡出土土器



図版 48 

02404 

02405 
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024口

02.j()2 

02408 

024号跡出土土器
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025 B 02 

019・025・026・035・045号跡出土土器

図版 49 
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図版 50 

044号跡出土土器



図版 51 

04102 

04001 
060 A 02 

040・041・048・054・060・065号跡出土土器



図版 52 

語量
8 ~ 

05802 

06401 

06901 

058・062・064・069号跡出土土器



図版 53 

061号跡出土土器 (1) 



図版 54 

061号跡出土土器 (2) 



図版 55 
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古墳跡およびグリッド内出土土器



図版 56 

00605 

00 1l 3~22 

01809~ 85 

02202 03506 03507 

05813 
07005 

遺跡出土土製品



図版 57 

04410 

04503 

04409 
04902 

05811 

Gr. 3 

04004 

Gr. 4 Gr. 5 

遺跡出土石器
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付図1 遺跡地形図
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